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邸通巻134号／1997.8.20 定価100円 l 
自衛隊の海外派兵を食い止め、大囁軍縮を！

米軍基地を撒去しよう！

反核運動を継続し、核廃絶を！ I 
憲法9条を世界に！

市民による平和政策を提起しよう！

草の根の国際共同作業を進めよう！

新ガンドラインはもう動いている●インディペンデンス小樽ヘ
ローランド・シンプラン●ACSA・地位協定とフィリピン
沖縄から（伊波洋一） ／「財政改革」と軍縮キャンペーン
厚木から●第三次訴訟の準備進む

米軍事故被害●日本政府の責任で補償を一改正法案の提案
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なぜ、第7艦隊は
増強されるのか

伽乃
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イージス艦ジョン •S ・マッケインの母港化に抗議： 6.27ヨコスカ

i●維持会員（月額） ●参加会員（月額） ●通信会員（年額）勝が置備iネ心／トワーク

1 個人 l口1000円個人 1口 500円 3000円J`•―.........で9會町
｛ 団体 l口2000円団体 1口］ 000円

（会費は本紙購読料を含みます）



八
月
十
九
日
、
新
谷
昌
明
小
樽
市
長
は
、
九

月
五
日
に
計
画
さ
れ
て
い
る
横
須
賀
を
母
港
と

す
る
空
母
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
と
随
伴
艦

モ
ー
ビ
ル
ベ
イ
の
小
樽
入
港
を
受
け
入
れ
る
こ

と
を
決
め
た
。

小
樽
市
は
寄
港
要
請
に
対
し
、
(
-
)
核
兵

器
搭
載
の
有
無
（
二
）
物
理
的
に
岸
壁
や
航
路

を
使
用
で
き
る
の
か
（
三
）
民
間
の
港
湾
荷
役

も
か
か
わ
ら
ず
、
空
母
は
小
樽
に
入
る
。
あ
え

て
今
、
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
が
あ
る

か
ら
だ
。

そ
の
理
由
は
明
白
だ
ろ
う
。

「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
見
直
し
中
間
と
り
ま
と

め
」
は
、
「
周
辺
事
態
に
お
け
る
協
力
」
の
部

分
で
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
日
米
安
全
保
陪
条

約
及
び
そ
の
他
の
関
連
取
極
め
に
基
づ
き
、
日

本
は
、
施
設
・
区
域
の
追
加
提
供
を
適
時
か
つ

適
切
に
行
う
と
と
も
に
、
米
軍
に
よ
る
自
衛
隊

施
設
及
び
民
間
空
港
・
港
湾
の
一
時
的
使
用
を

確
保
す
る
」
。
小
樽
港
は
「
有
事
」
の
際
に
空

母
が
使
え
る
港
な
の
か
を
調
べ
る
。
米
軍
に

と
っ
て
の
第
一
の
目
的
は
こ
れ
だ
。
第
二
の
目

的
は
、
乗
組
員
が
港
に
慣
れ
る
こ
と
。
す
な
わ

ち
、
入
港
は
そ
れ
事
態
が
、
調
査
・
訓
練
と
い

う
軍
事
行
動
な
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
日
米
政
府
は
、
「
探
り
」
を
入
れ
た

い
と
思
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
市
長
や
市
当
局
は

協
力
的
か
、
市
民
の
反
応
は
ど
う
か
．
．
．
。
探
り

な
が
ら
、
既
成
事
実
を
一
っ
手
に
入
れ
る
。
空

母
は
、
今
後
他
の
港
に
入
ろ
う
と
す
る
。
そ
の

時
「
小
樽
に
入
っ
た
」
と
い
う
先
例
は
、
地
元

自
治
体
へ
の
有
無
を
言
わ
せ
ぬ
圧
力
に
な
る
。

自
治
体
だ
け
で
は
な
い
。
小
樽
の
港
湾
労
働
組

合
、
荷
役
業
者
は
い
ず
れ
も
入
港
に
反
対
の
立

場
を
表
明
し
た
が
、
そ
れ
は
全
く
返
り
見
ら
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

港
を
調
べ

あ
げ
る

米
軍

に
影
響
し
な
い
の
か
ー
ー
の
三
点
を
中
心
に
検
討

を
重
ね
て
き
た
。

核
兵
器
搭
載
の
疑
い
に
つ
い
て
は
外
務
省
が

示
し
た
「
事
前
協
議
が
な
い
以
上
、
搭
載
し
て

い
な
い
」
と
の
見
解
に
し
た
が
う
。
ま
た
寄
港

予
定
日
前
後
に
民
間
船
舶
の
入
出
港
が
さ
ほ
ど

多
く
な
い
た
め
、
民
間
の
港
湾
荷
役
へ
の
影
響

も
懸
念
さ
れ
な
い
。
こ
れ
が
伝
え
ら
れ
る
入
港

「
ポ
ー
ト

デ
ィ
レ
ク
ト

リ
ー
（
港

湾
案
内
）

一
寄
港
艦
船
の

た
め
の
ガ
イ
ド
」
と

い
う
分
厚
い
米
軍
資
料
が

あ
る
。
作
成
し
た
の
は
艦
隊
課

報
セ
ン
タ
ー
太
平
洋

(
F
I
C
P

A
C
)
。
こ
の
資
料
は
、
ほ
と
ん

ど
の
太
平
洋
諸
国
を
カ
バ
ー
し
、

港
ご
と
に
次
の
よ
う
な
情
報
が
記

載
さ
れ
て
い
る
。
航
海
情
報
（
位

置
・
地
形
・
航
路
な
ど
）
、
埠
頭
と

設
備
、
サ
ー
ビ
ス
・
兵
姑
・
作
戦
、

儀
礼
・
表
敬
、
上
陸
情
報
、
特
記
事

項。
情
報
収
集
は
、

F
I
C
P
A
C
が
自

ら
行
う
場
合
も
あ
る
が
、
多
く
の
場

合
、
入
港
し
た
軍
艦
が
調
査
す
る
方
法

に
よ
っ
て
、
絶
え
ず
更
新
す
る
。

日
本
で
「
港
湾
案
内
」
に
載
せ
ら
れ
て

い
る
港
は
次
の
二
七
で
あ
る
。

受
入
の
理
由
で
あ
る
。

通
告
さ
え
す
れ
ば
米
艦
は
民
間
港
に
入
港
で

き
る
と
し
た
「
日
米
地
位
協
定
」
第
五
条
に
基

づ
い
て
、
こ
れ
ま
で
も
、
米
艦
船
は
し
ば
し
ば

民
間
港
に
入
港
し
て
い
る
。
次
ペ
ー
ジ
の
図
に

示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
多
く
の
記
録
が
残
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
空
母
の
米
軍
基
地
以
外
の

港
へ
の
入
港
は
今
ま
で
に
な
か
っ
た
。

米
軍
艦
の
民
間
港
へ
の
入
港
は
多
く
の
場
合

「
友
好
親
善
」
「
文
化
の
理
解
」
な
ど
を
目
的

と
す
る
も
の
だ
。
そ
の
目
的
に
と
っ
て
空
母
は

あ
ま
り
に
も
攻
撃
的
で
血
生
臭
い
代
物
で
あ

る
、
こ
の
よ
う
な
危
険
な
船
の
入
港
が
む
し
ろ

市
民
感
情
を
刺
激
し
、
逆
の
効
果
を
招
き
か
ね

な
い
と
い
う
判
断
が
、
日
米
政
府
に
あ
っ
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
さ
ら
に
、
排
水
量
八
万
ト

ン
を
越
え
る
超
大
型
艦
船
の
入
港
は
、
港
湾
施

設
や
航
路
な
ど
の
物
理
的
制
約
、
民
間
活
動
へ

の
影
響
な
ど
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
か
ら

だ。
今
回
の
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
の
入
港
も
ま

た
、
千
歳
で
の
エ
ア
ー
シ
ョ
ー
ヘ
の
艦
載
機
の

参
加
と
い
う
「
友
好
親
善
」
が
目
的
と
さ
れ
て

い
る
。
だ
が
、
艦
載
機
を
千
歳
に
派
遣
す
る
だ

け
な
ら
、
厚
木
か
ら
飛
ん
で
行
け
ば
い
い
。
に
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L＿民間港への米軍艦入港テータ（198635) | 
作図：新倉裕史
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新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は

も
う
動
い
て
い
る

デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス

入
港
と

地
の
全
土
化
」
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適切な見葛
忍

品詞ご茫;c克：芦孟：＇言： I 
(2)瑛関係 薗
ア 施設及び区域周辺の住民の生活環境の保全及び安全の確保記

のため、施設及び匹における大気汚染防止法、水質汚濁防止；
法などの日本国内法の適用や、地元自治体職員が施設及び区域祖

内への立入りを希望した場合には速やかに応ずる旨を明記され［
たいe
イ 施設及び区域において、規模・機能を変更（提供面積の拡ヽ
張、 中隊の配備等）しようとするときは、これを日米政府間裟

の協議事項とし、あらかじめ関係する地元自治体に協議するこ； ● 7月、全国の基地を抱える都道

(3万温ばれたい。 ｀府県で作る「渉外関係主要都道県

ア民間機の円滑な定期運行や安全性の確保のため、米軍機の！知事連絡協議会」は、政府に対し

緊急時以外の民間空港の使用禁止を明記されたい。 ；て「基地対策に関する要望書」を
イ 米軍機の飛行（低空飛行訓練を含む）については、現在、 慾
航空法第81条の最低安全高度の規定が、特例法により通用除因提出した。その中で「地位協定見
外とされているのでこれを見直し、航空法第81条が適用されj直し」に関する部分を紹介する。
ることとされたいC- -'-- ----'•-•-•--,.-.,,_,. -,.  - • - :●これまで、沖縄をのぞく都道県

（は二悶滑な定期運行や安全性の確保のため、那覇空港の進皇は、第二の基地県・神奈川に代表

入管制業務を日本側に移管するための協謙を開始されたい。 層されるように地位協定見直しに

(5)漆関係 息は、決して前向きではなかった。

施設及び区域周辺の住民の生活環境の保全及び安全の確保のた農しかし、今回の要望事項を見る
め、人及び動物、植物に対する検疫並びに人の保健衛生に関し璽
て、国内 法を遁用する旨を明記されたい。 悶と、沖縄県がかねてから要望して

(6) 1漆関係 饂きた、基地内の環境関係国内法令

合衆国軍隊の構成員等の私有車両に対する自動車税及び軽自動：の適用や自治体職員による立ち入
車税の優遇制度を是正されたい。
(7) 17条関係 ：：り調査など具体的な要望を突きつ

日本側が第1次裁判権を有する時は、合衆国軍隊の構成員又は舅けている。

軍属たる被疑者の拘禁•取調べについて、日本側が何の支障もな息●特に注目したいのは、低空飛行
く行えるよう明記されたい。 畠
(8) 1礫関係 畠問題である。やはり国内法の適用

公務外の合衆国軍隊の構成員又は宣属により、あるいは、合衆霞を求めている。要請害の別の部分

国軍隊の構成員又は軍属の家族により被害を受けた場合も、日本巖では、実態把握と中止を求める強
政府の責任で補償が受けられるよう明記されたいc 閾
(9) 2域潤係 贔い調子の内容になっている。

災害時における在日米軍との相互応援が実施できるよう明記さ畠●自治体のこのような姿勢が、こ

唸‘；瑛関係 ：の国の軍事化に対する抑止力の大

日米合同委員会の場で、基地の遍用等に関して関係自治体の意畠きな一角を占めていることを、何

向を聴取し、それを協議することを明記されたい。 また、併せ璽度も確認したいと思う。 （た
て、日米合同委員会合意事項を速やかに公表することを明記され璽

たいc 喜

2 日米地位協定とその運用について、

直しを行い、改善を図られたい。 自治体

異議申

立て

5
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沖
縄
ー
中
城
湾
、
那
覇
、
金
武
湾

九
州
ー
別
府
、
鹿
児
島
、
長
崎
、
福
岡
、

佐
世
保

四
国
・
中
国
ー
松
山
、
岩
国
、
呉

近
畿
ー
神
戸
、
大
阪

東
海
•
関
東
|
'
下
田
、
熱
海
、
横
須

賀
、
横
浜

北
陸
・
東
北
ー
新
潟
、
仙
台
、
八
戸
、

青
森
、
大
湊

北
海
道
ー
函
館
、
室
蘭
、
小
樽
、
釧
路
、

稚
内

こ
れ
ら
の
う
ち
の
民
間
港
を
前
ぺ
l

ー
ジ
の
地

図
と
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、
び
っ
た
り
重
な

る
。
当
然
で
あ
る
。
今
回
の
小
樽
で
も
、
「
物

理
的
に
航
路
・
設
備
を
使
用
で
き
る
か
」
を
市

は
検
討
し
た
と
い
う
が
、
米
軍
は
と
っ
く
に

知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
使
用
で
き
る
か
ら

入
港
す
る
の
で
あ
る
。

小
樽
に
関
す
る
「
上
陸
情
報
」
は
次
の
よ
う

に
書
か
れ
て
い
る
。
一
九
八
六
年
八
月
の
ブ

ル
！
リ
ッ
ジ
入
港
の
際
の
情
報
だ
。
「
桟
橋
付

近
に
抗
議
行
動
者
が
い
る
た
め
、
抗
議
グ
ル
）

プ
を
下
船
通
路
に
近
づ
け
な
い
よ
う
に
警
備
が

要
請
さ
れ
た
。
小
樽
市
が
桟
橋
と
水
際
を
警
備

す
る
た
め
の
警
察
官
を
派
遣
し
た
。
責
任
者

は
、
海
上
自
衛
隊
の
連
絡
将
校
で
あ
っ
た
。
警

備
員
は
武
器
を
携
帯
し
て
お
り
、
十
分
の
体
制

に
見
え
た
」
。

今
回
は
、
一
応
市
長
の
「
受
け
入
れ
」
表
明

と
い
う
形
で
こ
と
は
進
ん
だ
。
し
か
し
、
市
長

が
あ
く
ま
で
も
反
対
し
、
港
湾
労
働
者
や
業
者

が
、
強
行
に
反
対
し
ス
ト
ラ
イ
キ
や
協
力
拒
否

で
対
抗
し
た
ら
ど
う
す
る
の
か
。
そ
の
時
に

は
、
罰
則
規
程
な
ど
強
制
力
を
と
も
な
う
法
律

が
必
要
に
な
る
。
そ
れ
が
「
有
事
立
法
」
の
大

き
な
狙
い
の
―
つ
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。繰
り
返
し
に
な
る
が
、
「
日
米
地
位
協
定
」

で
は
、
通
告
さ
え
す
れ
ば
軍
艦
は
民
間
港
で
も

入
港
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
正
確
に
は
「
1
に

掲
げ
る
船
舶
が
日
本
国
の
港
に
入
港
す
る
場
合

に
は
、
通
常
の
場
合
に
お
い
て
は
、
日
本
国
当

局
に
適
当
な
通
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

（
第
五
条
三
項
）
。

こ
こ
で
、
「
通
常
の
場
合
に
は
」
と
断
っ
て

い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
「
通
常
で
な
い
場

合
」
す
な
わ
ち
「
有
事
」
に
は
、
無
通
告
の
入

港
も
あ
り
う
る
、
そ
う
い
っ
て
い
る
の
だ
。

「
有
事
立
法
」
は
す
で
に
「
地
位
協
定
」
の
中

に
準
備
さ
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
提
供
施
設
（
基
地
）
に
お
い
て

は
、
一
部
例
外
を
の
ぞ
い
て
入
港
時
の
通
告
は

行
わ
れ
て
い
な
い
。
第
五
条
一
二
項
に
言
う

「
港
」
と
は
、
民
間
港
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う

の
が
日
本
政
府
の
解
釈
だ
か
ら
だ
。

「
有
事
立
法
」
と
は
、
「
基
地
の
全
土
拡

大
」
の
た
め
の
法
整
備
に
他
な
ら
な
い
。．
 

「
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
最
終
草
案
が
八
月

二
九
日
に
完
成
、
来
月
末
に
は
決
定
さ
れ
る
と

報
道
さ
れ
て
い
る
。
憲
法
の
根
幹
に
関
わ
り
、

日
米
間
の
基
本
条
約
で
あ
る
「
安
保
」
の
改
訂

に
も
等
し
い
取
り
決
め
が
、
ほ
ん
の
一
握
り
の

人
々
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
「
戦
争
対
平
和
」
が
せ
め
ぎ

合
う
、
長
い
た
た
か
い
の
新
段
階
の
始
ま
り
に

す
ぎ
な
い
。
息
長
い
運
動
を
イ
メ
ー
ジ
し
つ

つ
、
各
地
か
ら
、
「
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
「
有

事

立

法

」

反

対

の

声

を

、

今

！

◆

◆

月刊キャッチピース No.55 1997.8.20 

有
事
立
法
は
基
地
の
全
土
化

「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
見
直
し
」
に
書
か
れ
た

「
一
時
的
使
用
の
確
保
」
は
、
と
っ
く
の
昔
か

ら
米
軍
に
と
っ
て
は
自
明
の
理
、
当
然
の
前
提

な
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
怠
り
な
く
情
報
収

集
に
つ
と
め
て
き
た
と
い
う
わ
け
だ
。

今
と
い
う
時
期
を
選
ん
で
の
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン

デ
ン
ス
の
小
樽
入
港
は
、
こ
の
よ
う
な
「
平
時

か
ら
の
備
え
」
を
「
有
事
版
」
へ
と
ス
テ
ッ
プ

ァ
ッ
プ
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
、
本
命

艦
・
空
母
に
よ
る
「
現
地
調
査
」
「
入
港
訓

練
」
な
の
だ
。
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横須賀空母機動部隊の強化の図
作図：新倉裕史
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九
月
二
日
、
サ
ン

元

三

竺

デ

ィ

エ

ゴ

（

カ

リ

]
叫
叫
叫
]
]

空
母
は
単
独
で
は
行
動
し
な
い
。
必
ず
随
伴

艦
を
引
き
連
れ
、
空
母
戦
闘
糊
を
構
成
し
て
動

く
く
。
空
母
を
潜
水
艦
や
航
空
機
等
の
攻
撃

か
ら
守
る
た
め
だ
。
し
か
し
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
イ

の
母
港
の
二
年
前
に
、
六
隻
の
艦
船
が
横
須
賀

を
母
港
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
市
民
の
関
心

は
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
。
反
基
地
運
動
も
、
こ

れ
ら
の
艦
船
が
空
母
の
随
伴
躯
と
な
る
こ
と
を

指
摘
で
き
な
か
っ
た
。
今
も
原
潜
や
空
母
に
は

そ
れ
な
り
の
関
心
が
向
け
ら
れ
る
け
れ
ど
、
一

般
の
水
上
艦
に
つ
い
て
は
、
名
前
を
党
え
る
の

攻
撃
力
高
め
る

空
母
随
伴
艦

新倉裕史
非核市民宣言運動
ョコスカ

ト
マ
ホ
ー
ク
、

蚕
ヒ

イ

ー

ジ

ス

艦

そ

し

て

ス

テ

ル

ス

・

・

・

も
た
い
へ
ん
だ
と
い
う
の
が
街
の
平
均
的
な
雰
囲

気
で
は
な
い
か
。

．
 

六
隻
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
横
須
賓
の
空
母
随
伴

艦
は
九
隻
に
増
え
た
。
増
え
た
の
は
数
だ
け
で
は

な
い
。
質
的
な
強
化
は
数
以
上
の
も
の
が
あ
る
。

特
に
一
九
八
四
年
か
ら
始
ま
っ
た
巡
航
ミ
サ
イ

ル
・
ト
マ
ホ
ー
ク
艦
の
母
港
は
、
空
母
の
護
衛
だ

け
で
な
く
、
個
別
に
対
地
攻
撃
を
可
飴
と
す
る
ミ

サ
イ
ル
攻
撃
能
力
を
、
随
伴
艦
に
持
た
せ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

そ
の
能
力
は
一
九
九
一
年
の
湾
岸
戦
争
で
大
き

く
発
揮
さ
れ
た
。
ペ
ル
シ
ャ
湾
か
ら
最
初
の
対
地

攻
撃
は
、
横
須
欝
を
母
港
と
す
る
巡
洋
艦
「
バ

ン
カ
ー
ヒ
ル
」
の
ト
マ
ホ
ー
ク
だ
っ
た
。
最
も
多

く
の
、
五
八
基
の
ト
マ
ホ
ー
ク
を
イ
ラ
ク
に
打
ち

込
ん
だ
の
も
、
横
須
賀
母
港
の
駆
逐
艦
「
フ
ァ
イ

フ
」
だ
っ
た
。
航
空
機
と
ち
が
い
、
無
人
で
飛
ん

で
い
く
ト
マ
ホ
ー
ク
は
味
方
の
人
的
損
害
を
考
え

ず
に
発
射
命
令
が
出
せ
る
。
昨
年
九
月
に
も
、
横

須
賀
の
ヒ
ュ
ー
イ
ッ
ト
が
イ
ラ
ク
に
ト
マ
ホ
ー
ク

を
打
ち
込
ん
で
い
る
。

ト
マ
ホ
ー
ク
発
射
装
置
を
持
つ
艦
船
は
増
え
続

け
、
九
七
年
八
月
現
在
で
七
隻
。
三
六

0
度
を
連

続
捕
捉
で
き
る
フ
ェ
イ
ズ
ド
ア
レ
イ
レ
ー
ダ
ー
と

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
、
―

1
0
0の
目
標
を
捕
ら
え
、

必
要
な
ミ
サ
イ
ル
を
瞬
時
に
判
断
し
、
一
度
に
十

八
基
も
打
ち
出
す
こ
と
が
で
き
る
「
イ
ー
ジ
ス
・

シ
ス
テ
ム
]
を
搭
載
し
た
艦
船
も
四
隻
。
そ
し

て
、
電
波
の
は
ね
返
り
を
弱
く
す
る
構
造
で
相
手

の
レ
ー
ダ
ー
の
捕
捉
か
ら
逃
れ
る
構
造
を
も
つ
最

新
鋭
の
ス
テ
ル
ス
艦
が
二
隻
と
、
こ
の
十
年

間
、
空
母
随
伴
艦
の
近
代
化
が
継
続
し
て
進
行
し

て
い
る
。

さ
ら
に
今
年
の
六
月
に
は
、
新
バ
ー
ジ
ョ
ン
の

イ
ー
ジ
ス
・
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し
た
ミ
サ
イ
ル
駆

逐
艦
「
マ
ケ
イ
と
が
横
須
賀
を
母
港
に
し
た
ば

か
り
だ
が
、
八
月
に
は
イ
ー
ジ
ス
シ
ス
テ
ム

7
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搭
載
の
巡
洋
艦
「
ビ
ン
セ
ン
ス
」
が
、
新
し
く

イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
戦
闘
団
に
加
わ
ろ
う
と

し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
交
替
な
の
で
総
数
は
変

わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
う
し
た

随
伴
艦
の
近
代
化
11
攻
撃
力
の
強
化
を
、
市
は

横
須
賀
基
地
機
能
の
強
化
と
は
認
識
し
な
い
。

そ
こ
で
、
前
ペ
ー
ジ
の
よ
う
な
よ
う
な
図
を

作
っ
て
み
た
。
随
伴
艦
の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
力

を
、
発
射
装
置
と
防
空
能
力
の
二
つ
で
比
較
で

き
る
よ
う
に
絵
解
き
し
て
み
た
。
九
二
年
か
ら

随
伴
艦
の
数
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

ミ
サ
イ
ル
の
発
射
能
力
は
格
段
に
増
強
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

八
月
ビ
ン
セ
ン
ス
の
母
港
開
始
。
し
つ
か
り

と

抗

議

の

声

を

あ

げ

よ

う

。

◆

◆

ー・ヘ

（
お
知
ら
せ
）
こ
れ
ら
随
伴
艦
の
親
分
イ

ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
の
母
港
に
反
対
し

て
、
九
月
十
五
日
、
第
四
回
平
和
船
団
手

こ
ぎ
派
集
会
を
開
催
し
ま
す
。
集
合
＿

o

時
（
予
定
）
。
場
所
は
も
ち
ろ
ん
臨
海
公

園
。
こ
の
夏
、
ま
だ
一
度
も
海
に
行
っ
て

い
な
い
人
、
多
い
に
楽
し
め
ま
す
。
是
非

参
加
を
＇
・

新
型
強
襲
揚
陸
艦
が
交
代
配
備

I
Itぃ：日

配
備
さ
れ
て
い
る
強

襲
揚
陸
艦
が
交
代
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

長
工
事
は
出
来
ず
、
結
局
は
本
国
に
戻
し
て
所

定
の
改
装
工
事
を
行
う
と
い
う
の
が
今
回
の
交

代
の
目
的
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

で
は
、
何
を
目
的
に
あ
る
い
は
ど
の
よ
う
な

揚
陸
作
戦
を
想
定
し
て
近
代
化
し
よ
う
と
し
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

米
海
軍
は
、
ニ
―
世
紀
へ
向
け
強
襲
揚
陸
艦

又
は
揚
陸
侵
攻
艦
一
隻
、
ド
ッ
ク
型
揚
陸
艦
一

隻
、
ド
ッ
ク
型
輸
送
揚
陸
艦
一
隻
で
構
成
す
る

揚
陸
艦
隊
を
一
群
と
し
、
十
ニ
グ
ル
ー
プ
三
六

隻
で
構
成
す
る
近
代
化
揚
陸
作
戦
構
想
を
明
ら

か
に
し
た
。
ヘ
リ
と
ホ
バ
ー
型
揚
陸
艇
を
主
力

と
す
る
強
襲
揚
陸
作
戦
の
た
め
の
構
成
で
あ

る
。
ハ
リ
ア
ー
攻
撃
機
と

F
/
A
ホ
ー
ネ
ッ
ト

を
組
み
合
わ
せ
た
対
地
攻
撃
戦
力
で
護
衛
さ
れ

た
遠
方
投
射
能
力
は
、
洋
上
は
る
か
彼
方
か
ら

内
陸
部
へ
の
侵
攻
攻
撃
を
可
能
に
す
る
も
の

で
、
明
ら
か
に
局
地
紛
争
に
対
処
す
る
構
成
と

い
え
る
。
佐
世
保
に
は
現
在
沖
縄
に
司
令
部
を
置
く
第

一
二
海
兵
師
団
第
一
揚
陸
群
に
属
す
る
揚
陸
艦
四

隻
が
配
備
さ
れ
て
い
る
。
第
三
海
兵
師
団
の
海

兵
遠
征
軍
を
前
方
投
射
す
る
た
め
の
艦
隊
で
あ

る
。
し
か
し
そ
の
う
ち
の
一
隻
は
就
役
後
―
―

1
0

年
を
迎
え
る
老
齢
艦
で
ホ
バ
）
．
型
揚
陸
挺
の
運

用
能
力
は
な
い
。
ベ
ロ
ー
ウ
ッ
ド
を
除
く
二
隻

は
ホ
バ
ー
型
揚
陸
艇
の
運
用
を
目
的
に
設
計
さ

れ
た
新
型
の
揚
陸
艦
で
、
二
隻
で
合
計
六
隻
の

ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
始
め
た
。
．
発
端
は
、
朝
日
新

聞
の
記
者
が
沖
縄
の
海
軍
広
報
官
か
ら
聞
い
た

「
ベ
ロ
ー
ウ
ッ
ド
と
エ
セ
ッ
ク
ス
が
来
春
交
代

す
る
」
と
い
う
話
を
、
月
刊
誌
の
筆
者
が
文
中

ホ
バ
ー
型
揚
陸
艇
を
運
用
し
て

い
る
。タ
ラ
ワ
級
の
ベ
ロ
ーI

ウ
ッ
ド
の
改
修
工
事
は
、
ワ

ス
プ
級
が
持
つ
通
信
・
指
揮
・
管

制
・
情
報
処
理
能
力
と
同
程
度
の
シ
ス

テ
ム
を
搭
載
し
、
一
―
一
世
紀
へ
向
け
た
近

代
化
さ
れ
た
揚
陸
艦
隊
へ
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ

が
目
的
で
あ
っ
た
。

来
春
に
も
予
定
さ
れ
て
い
る
ワ
ス
プ
級
揚
陸

侵
攻
艦
エ
セ
ッ
ク
ス
の
交
代
配
備
は
、
周
辺
有

事
対
処
を
理
由
と
し
た
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
へ

の
武
力
介
入
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
展

開
す
る
米
軍
へ
の
補
給
支
援
を
日
本
国
民
に
強

制
す
る
も
の
で
あ
る
。
既
に
、
民
間
空
港
で
あ

る
長
崎
空
港
へ
の
米
軍
機
の
常
時
飛
来
や
米
海

軍
佐
世
保
基
地
を
経
由
す
る
軍
事
物
資
の
輸
送

に
民
間
輸
送
会
社
を
使
用
し
て
い
る
現
状
は
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
日
米
合
意
や
有
事
法
が
制
定

さ
れ
る
状
況
で
は
、
「
米
軍
の
戦
争
」
へ
の
協

力
を
市
民
に
強
制
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な

、。
＞ヽ

し
か
し
、
冷
戦
終
結
後
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

に
お
い
て
、
今
な
お
武
力
対
決
を
優
先
さ
せ
る

方
針
は
、
地
域
の
安
全
保
障
に
つ
な
が
る
も
の

＇
で
は
な
い
。
「
地
域
の
安
全
は
、
軍
備
の
増
加

や
軍
事
同
盟
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
相
互
信
頼

と
共
通
利
益
に
基
づ
く
べ
き
だ
」
（
ア
セ
ア
ン

人
ヮ

作
戦
能
力
強
強
め
る
↓

崎
尉

揚

陸

艦

隊

正

パ篠
詐

認
匿
畠
量
畠
冒
璽
層
畠
屑
扇
畠
璽
璽
眉
璽
麗
璽
璽
覇
曇
璽
匿
璽
匿
璽
層
璽

地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
中
国
政
府
の
発
言
か
ら
）
。

．
 

冷
戦
恩
考
を
断
ち
切
り
、
今
こ
そ
武
力
に
頼
ら

な
い
安
全
保
障
の
実
現
へ
向
け
て
連
帯
し
よ
う
。

．
 

エセックス

で
紹
介
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
続
報
で
は
、
来

年
三
月
ご
ろ
交
代
す
る
予
定
と
い
う
。

で
は
、
五
年
ご
と
の
定
期
修
理
を
佐
世
保
基

地
内
で
終
え
た
ベ
ロ
ー
ウ
ッ
ド
を
、
な
ぜ
、
何

の
目
的
で
本
国
に
返
し
、
新
型
揚
陸
侵
攻
艦
を

配
備
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
そ
の
背
景
に

は
作
戦
能
力
の
強
化
を
目
指
す
米
軍
の
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
戦
略
が
か
い
ま
見
え
て
く
る
。

ベ
ロ
ー
ウ
ッ
ド
は
来
年
で
就
役
以
来
二

0
年

目
を
迎
え
る
。
艦
齢
と
し
て
も
相
当
な
も
の
が

あ
る
が
、
搭
載
し
て
い
る
通
信
や
兵
器
シ
ス
テ

ム
な
ど
の
設
備
や
機
器
類
は
一
九
六

0
年
代
の

コ
ン
セ
プ
ト
を
元
に
設
計
し
て
あ
り
、
近
代
化

を
進
め
る
揚
陸
艦
隊
の
指
揮
艦
と
し
て
は
、
そ

の
能
力
が
不
足
し
て
き
て
い
た
よ
う
だ
。
そ
こ

で
今
回
行
っ
た
五
年
ご
と
の
定
期
修
理
と
合
わ

せ
、
能
カ
ア
ッ
プ
の
工
事
を
ド
ラ
イ
ド
ッ
ク
に

入
れ
て
行
い
、
近
代
化
し
た
作
戦
が
可
能
な
強

襲
揚
陸
艦
と
し
て
継
続
し
て
配
備
す
る
予
定

だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
ド
ラ
イ
ド
ッ
ク
の
使
用

を
め
ぐ
っ
て
佐
世
保
市
民
の
強
い
反
対
の
前
に

ド
ッ
ク
の
接
収
を
あ
き
ら
め
ざ
る
を
得
ず
、
結

果
と
し
て
日
本
政
府
が
石
川
島
播
磨
重
工
か
ら

浮
き
ド
ッ
ク
を
一
八
億
円
で
借
り
上
げ
米
軍
に

提
供
す
る
形
で
工
事

を
済
ま
せ
た
。
し
か
し

当
初
予
定
の
近
代

化
と
寿
命
延

，
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一

七
月
十
三
日
、
厚
木
基
地
爆
音
防
止
期
成
同

盟
（
以
下
「
爆
同
」
と
す
る
）
の
第
三
七
回
定

期
総
会
が
大
和
市
の
中
央
文
化
会
館
で
開
か

れ
、
今
年
度
の
活
動
方
針
な
ど
を
決
定
し
た
。

今
回
の
総
会
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
何
と
い
っ

て
も
第
三
次
訴
訟
で
、
昨
年
の
総
会
で
決
定
し

た
三
次
訴
訟
の
取
組
み
の
具
体
的
な
進
行
状
況

に
注
目
が
集
ま
っ
た
。

総
会
で
鈴
木
保
委
員
長
が
報
告
し
た
内
容

は
、
昨
年
秋
以
来
、
三
次
訴
訟
提
訴
の
準
備
と

し
て
事
務
所
を
設
置
、
専
従
の
事
務
局
員
も
配

置
し
て
爆
同
会
員
内
へ
の
原
告
募
集
を
ス
タ
ー
，

ト
さ
せ
、
年
明
け
に
は
各
支
部
ご
と
に
弁
護
士

原
告
現
在

こ
の
第
一
次
訴
訟
は
横
浜
地
裁
で
一
部
勝

訴
、
控
訴
し
た
東
京
商
裁
で
は
全
面
敗
訴
、
最

高
裁
で
は
勝
訴
し
、
東
京
高
裁
に
差
し
戻
し
と

な
り
、
最
終
判
決
が
一
昨
年
、
一
九
九
五
年
の

十
二
月
二
六
日
、
東
京
高
裁
で
言
い
渡
さ
れ

こ。t
 その
内
容
は
、
住
民
が
も
っ
と
も
望
ん
で
い

る
飛
行
の
差
止
め
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
最
高

裁
で
却
下
さ
れ
て
お
り
、
今
回
は
損
害
賠
償
の

認
定
だ
け
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
東
京
高
裁
判
決
で
は
初
め

て
、
厚
木
基
地
の
爆
音
が
住
民
に
と
っ
て
堪
え

難
い
も
の
で
あ
り
、
『
違
法
状
態
に
あ
る
』
こ

と
を
裁
判
官
が
認
め
た
。

こ
の
事
は
大
変
重
要
な
問
題
で
、
事
実
上
、

厚
木
基
地
が
違
法
状
態
に
あ
る
飛
行
場
と
裁
判

所
が
認
定
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
損
害
賠
償

と
し
て
は
ー
(
1
)
8
0
W
値
（
う
る
さ
さ
指
数
）

以
上
の
地
域
は
明
ら
か
に
受
忍
限
度
を
超
え
て

い
る
、
②
住
宅
防
音
工
事
は
被
害
を
完
全
に
解

消
さ
せ
る
に
は
程
遠
く
、
減
音
効
果
は
一
〇

ホ
ー
ン
に
す
ぎ
な
い
と
の
判
断
を
示
し
、
住
宅

防
音
工
事
を
実
施
し
た
原
告
に
も
、
一
割
減
の

損
害
賠
償
が
認
め
ら
れ
た
。

さ
ら
に
、
厚
木
基
地
の
存
在
は
地
元
杜
会
の

発
展
に
格
別
寄
与
し
た
事
実
は
な
い
。
と
も
認

定
し
て
い
る
。

も
う
―
つ
の
裁
判
、
第
二
次
訴
訟
は
、
第
一

を
交
え
て
の
説
明
会
を
開
催
、
家
族
ぐ
る
み
の

原
告
参
加
を
呼
び
掛
け
た
結
果
、
六
月
末
で
一

―
1
0
0人
の
原
告
応
募
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
弁

護
団
の
体
制
づ
く
り
も
進
み
つ
つ
あ
る
事
、
さ

ら
に
七
月
に
入
っ
て
、
社
民
党
や
労
働
組
合
な

ど
支
援
団
体
の
動
き
も
本
格
化
し
、
広
く
市
民

へ
の
呼
び
掛
け
も
進
ん
で
い
る
と
い
う
も
の

だ
っ
た
。
そ
し
て
、
裁
判
の
提
訴
は
十
一
月
一
二
日
と

し
、
原
告
団
の
結
成
総
会
も
一

0
月
五
日
と
提

案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
決
っ
た
。

次
訴
訟
の
大
和
市
民
だ
け
の
原
告
団
か
ら
、
大

和
、
綾
瀬
、
座
間
、
海
老
名
、
藤
沢
、
相
模
原

の
周
辺
各
市
に
広
げ
、
原
告
数
一
六
一
名
で
一

九
八
四
年
一

0
月
に
提
訴
、
現
在
は
横
浜
地
裁

の
判
決
を
受
け
て
控
訴
、
東
京
高
裁
で
争
わ
れ

て
お
り
、
今
年
九
七
年
六
月
―
一
六

B
に
は
第
十

二
回
の
公
判
が
開
か
れ
、
証
人
尋
問
も
終
了
、

あ
と
は
九
月
五
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
現
場
検

証
を
残
す
の
み
で
、
第
二
次
訴
訟
も
遅
く
と

も
、
米
年
に
は
東
京
高
裁
判
決
が
出
る
と
予
想

さ
れ
る
。第

三
次
訴
訟
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

現
在
厚
木
基
地
周
辺
で
爆
音
の
被
害
を
受
け

て
い
る
の
は
お
よ
そ
―
二

0
万
人
に
の
ぼ
る
と

考
え
ら
れ
る
（
）
そ
の
う
ち
こ
の
間
、
裁
判
に
訴

え
て
い
る
の
は
わ
ず
か
二
五

0
人
あ
ま
り
、
ま

だ
ま
だ
大
き
な
力
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
爆
同

の
会
員
で
も
、
膨
大
な
裁
判
費
用
と
、
長
い
裁

判
闘
争
へ
の
労
力
、
様
々
な
書
類
や
法
廷
で
の

証
言
な
ど
に
か
か
わ
る
こ
と
は
大
変
な
状
況
に

有
り
、
ま
た
、
弁
護
団
も
編
成
す
る
と
な
る
と

大
変
な
課
題
だ
。

し
か
し
、
現
に
爆
音
の
被
害
が
あ
り
、
裁
判

所
も
厚
木
基
地
の
爆
音
は
違
法
状
態
だ
と
認
定

す
る
中
で
、
国
が
そ
の
対
策
を
い
っ
こ
う
に
と

ら
な
い
現
状
で
は
、
再
度
よ
り
大
き
な
原
告

金
子
と
き
お

厚
木
基
地
爆
音
防
止
期
成
同
盟
教
宣
部
長

（
相
模
原
市
議
）

三
次
訴
訟
の
準
備
す
す
む

一
五
0
0人

』

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
で
（
写
真
・
金
子
と
き
お
）
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米
海
軍
厚
木
基
地
の
航
空
機
騒
音
（
爆
音
）

に
悩
む
基
地
周
辺
住
民
が
国
を
相
手
に
裁
判
・

第
一
次
訴
訟
を
横
浜
地
裁
に
提
訴
し
た
の
は
一

九
七
六
年
九
月
二
八
日
。
大
和
市
内
に
住
む
、

爆
同
会
員
九
二
名
が
原
告
に
な
っ
て
の
取
組
み

だ
っ
た
。

月刊キャッチピース

厚
木
基
地
爆
音
訴
訟
の
経
過
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広
く
市
民
へ
の
呼
び
掛
け
進
む

爆
同
総
会
後
に
は
、
猛
暑
の
中
、
七
月
、
八

月
の
毎
週
、
土
、
日
に
宣
伝
カ
ー
を
持
ち
込

み
、
爆
音
の
う
る
さ
い
地
域
か
ら
順
次
、
街
頭

宣
伝
、
辻
説
法
、
ビ
ラ
の
配
布
と
原
告
参
加
の

呼
び
掛
け
が
行
わ
れ
て
い
る
。

大
和
市
内
は
全
域
で
と
の
決
意
で
ビ
ラ
も
四

万
枚
も
の
配
布
だ
。

委
員
長
や
真
屋
求
顧
問
、
浜
崎
重
信
書
記
長

な
ど
爆
同
幹
部
は
い
ず
れ
も
七

0
オ
を
越
え
て

お
り
、
老
骨
に
む
ち
打
っ
て
の
行
動
に
は
頭
が

下
が
る
。
こ
の
様
な
市
民
向
け
の
様
々
な
取
組
み
の
な

か
で
、
七
月
末
の
原
告
応
募
は
一
五

0
0名
を

突
破
、
弁
護
団
へ
の
委
任
状
作
成
や
陳
述
書
の

作
成
な
ど
、
具
体
的
手
続
き
の
準
備
も
進
み
、

原
告
二

0
0
0名
を
確
保
も
あ
と
一
息
だ
。
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か
団
、
そ
れ
も
数
千
人
の
単
位
の
大
原
告
団
を
組

織
し
て
、
国
に
打
撃
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と
し
た
の
が
昨
年
の
総
会
で
、
運
動
と
し

て
の
自
治
体
へ
の
働
き
か
け
、
マ
ス
コ
ミ
の
喚

起
な
ど
課
題
も
多
い
。

ま
た
、
他
の
嘉
手
納
基
地
訴
訟
、
横
田
基
地

訴
訟
、
小
松
基
地
訴
訟
な
ど
の
大
量
原
告
団
で

の
提
訴
に
続
く
も
の
と
し
て
も
重
要
な
要
素
を

持
つ
も
の
だ
。

大
量
原
告
団
と
な
る
と
、
弁
護
団
の
仕
事
も

膨
大
な
も
の
が
予
想
さ
れ
、
被
害
立
証
を
ど
の

よ
う
に
行
う
か
、
早
期
審
理
を
行
う
た
め
の
エ

夫
、
な
ど
今
後
原
告
団
と
の
連
携
で
解
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
多
い
。

七
月
二
八
、
二
九
日
に
行
わ
れ
た
今
年
の

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
・
『
ウ
イ
ン
グ
ス

97
』
。
爆

音
被
害
や
危
険
性
か
ら
中
止
を
求
め
る
様
々
な

事
前
の
取
組
み
が
あ
っ
た
。

爆
同
の
申
し
入
れ
を
は
じ
め
と
し
て
、
県
平

和
運
動
セ
ン
タ
ー
、
さ
ら
に
地
元
大
和
市
な
ど

が
先
頭
に
立
っ
て
、
米
軍
や
国
、
防
衛
施
設
庁

に
申
し
人
れ
を
行
っ
た
し
、
県
や
周
辺
市
も
同

様
の
取
組
み
を
行
っ
た
。

こ
う
し
た
声
を
無
視
し
、
六
月
一

0
日
に
空

報
告
⑳
）

「
沖
縄
か
ら
」

「
沖
縄
ボ
イ
ス
」

編
集
委
員

伊
波
洋
一

（
沖
縄
県
議
会
議
員
・
前
沖
縄
中

部
地
区
労
事
務
局
長
）

沖
縄
の
米
軍
、
特
に
海
兵
隊
が
活
発
に
活
動

し
始
め
て
い
る
。
七
月
、
普
天
間
基
地
の
周
辺

地
域
で
も
各
種
米
軍
ヘ
リ
の
旋
回
飛
行
訓
練
が

激
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
日
々
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ
で
は
強
襲
用
陸
艦
ベ

ロ
ー
・
ウ
ッ
ド
な
ど
米
軍
艦
船
の
寄
港
が
頻
繁

に
あ
り
、
特
に
攻
撃
型
原
子
力
潜
水
艦
イ
ン

ォ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
と
パ
ラ
ジ
ュ

ー
ト
降
下
訓
練
事
故

母
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
が
横
須
賀
に
入
港
、

直
前
の
八
日
に
艦
載
機
を
厚
木
基
地
に
降
ろ

し
、
以
降
厚
木
で
の
離
発
着
を
繰
り
返
し
、
爆

音
を
ま
き
散
ら
し
て
の
訓
練
が
激
し
く
行
わ
れ

た
。
特
に
二
二
日
か
ら
の
週
に
な
る
と
、
曲
技

飛
行
の
リ
ハ
ー
サ
ル
訓
練
も
始
ま
り
、
爆
音
に

対
す
る
住
民
の
抗
議
の
声
も
た
か
ま
り
、
周
辺

住
民
の
苦
情
電
話
も
多
数
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
な
か
、
県
や
周
辺
市
の
再
度
の
中

止
の
申
し
入
れ
を
無
視
す
る
米
軍
は
、
つ
い
に

二
六
日
、
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
の
降
下
訓
練
中
、
午

前
一

0
時
三

0
頃
、
事
故
を
お
こ
し
た
。

こ
の
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
降
下
訓
練
は
沖
縄
：
ト

リ
イ
基
地
所
属
の
米
陸
軍
第
一
大
隊
第
一
特
殊

部
隊
群
の
グ
リ
ー
ン
ベ
レ
ー
部
隊
八
人
に
よ
る

も
の
で
、
二
度
目
の
ジ
ャ
ン
プ
の
際
、
六
人
が

風
に
流
さ
れ
コ
ー
ス
を
外
れ
、
南
東
側
の
基
地

外
、
民
家
や
自
衛
隊
官
舎
に
落
下
、
民
家
の
窓

ガ
ラ
ス
が
割
る
な
ど
の
被
害
を
及
ぽ
し
た
の
で

あ
る
。と
こ
ろ
で
、
厚
木
基
地
の
自
衛
隊
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
が
こ
の
捜
索
に
当
た
っ
て
い
た
こ
と
が
、

マ
ニ
ア
の
エ
ア
ー
バ
ン
ド
情
報
で
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
。
米
軍
の
事
故
で
米
兵
救
出
に
駆

け
つ
け
る
と
い
う
自
衛
隊
の
体
質
は
相
変
わ
ら

ず
だ
。こ
の
事
故
に
対
し
て
、
県
平
和
運
動
セ
ン

タ
ー
や
大
和
市
な
ど
は
、
米
軍
に
曲
技
飛
行
や

デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
が
、
七
月
二
十
一
日
か
ら
一
―
―

十
一
日
ま
で
の
短
期
間
に
五
回
も
入
出
港
を
繰

り
返
す
な
ど
し
て
、
周
辺
市
町
村
を
苛
立
た
せ

て
い
る
。
特
に
二
十
二
日
正
午
の
沖
合
い
寄
港

は
、
事
前
通
告
も
な
し
に
行
な
わ
れ
、
沖
縄
県

は
米
軍
と
外
務
省
沖
縄
事
務
所
な
ど
に
強
く
抗

議
し
て
い
る
。
寄
港
の
理
由
と
し
て
「
休
養
、

補
給
、
維
持
」
あ
る
い
は
、
「
急
患
移
送
」
を

あ
げ
て
い
る
が
、
七
月
十
五
日
か
ら
一
二
十
一
日

ま
で
実
施
さ
れ
た
沖
縄
近
海
で
実
施
さ
れ
た
米

軍
の
演
習
一
9

ブ
ル
ー
グ
リ
ー
ン
」
一

S
O
C
E

x
（
特
殊
作
戦
能
力
証
明
演
習
）
に
参
加
し
た

と
思
わ
れ
る
。
特
に
、
同
演
習
に
は
一
九
九
二

年
か
ら
沖
縄
に
駐
留
し
て
い
る
海
軍
特
殊
部
隊

「
ネ
イ
ビ
ー
シ
ー
ビ
ー
ズ
」
も
参
加
し
、
攻
撃

型
原
潜
を
使
っ
た
特
殊
作
戦
の
演
習
が
行
な
わ

れ
る
よ
う
だ
。

こ
の
よ
う
な
海
兵
隊
の
活
動
の
活
発
化
は
、

二
年
前
の
三
名
の
海
兵
隊
員
に
よ
る
少
女
暴
行

事
件
以
来
、
沖
縄
の
県
民
感
情
を
刺
激
し
な
い

よ
う
に
し
て
き
た
在
沖
米
軍
が
、
米
軍
用
地
特

措
法
の
改
正
や
日
米
防
衛
協
力
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
見
直
し
な
ど
日
本
政
府
の
対
米
追
従
姿
勢

を
敏
感
に
感
じ
取
っ
て
、
少
女
暴
行
事
件
以
前

の
よ
う
に
沖
縄
県
民
を
無
視
し
て
い
く
方
向
に

姿
勢
を
転
じ
る
兆
し
の
よ
う
に
思
え
る
。

魯
的
な
こ
と
と
し
て
は
、
七
月
十
八
日
に

沖
縄
に
駐
留
す
る
第
三
海
兵
遠
征
軍
司
令
官
の

パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
降
下
の
中
止
を
求
め
る
申
し
入

れ
を
行
っ
た
。
し
か
し
米
軍
は
こ
れ
を
無
視
、

『
ウ
イ
ン
グ
ス

97
』
は
予
定
通
り
実
施
す
る
と

発
表
し
て
、
事
故
を
起
こ
し
た
日
の
午
後
も
十

六
機
の
編
隊
飛
行
訓
練
を
基
地
上
空
で
行
う
な

ど
の
暴
挙
を
繰
り
返
す
有
様
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
『
ウ
イ
ン
グ
ス

97
」
の
当
日
、

ニ
八
日
は
折
か
ら
の
台
風
八
号
の
影
響
で
、
曲

技
飛
行
は
午
前
中
の
日
本
人
民
間
パ
イ
ロ
ッ
ト

に
よ
る
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
飛
行
の
み
で
、
他
は
中

止
と
な
っ
た
。
二
九
日
は
台
風
も
過
ぎ
去
り
、

予
定
通
り
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
が
、
パ
ラ

シ
ュ
ー
ト
の
降
下
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

な
お
、
こ
の
日
大
和
市
役
所
に
寄
せ
ら
れ
た

爆
音
の
苦
情
電
話
は
五

0
件
に
も
の
ぽ
り
昨
年

の
十
二
件
を
大
幅
に
上
回
っ
た
。
ま
た
、
例
年

は
基
地
開
放
に
入
場
す
る
人
数
を
米
軍
が
主
催

者
発
表
と
し
て
『
六

0
ー
七

0
万
人
」
と
し
て

い
る
こ
と
に
対
し
、
今
回
大
和
市
、
綾
瀬
市
が

中
心
と
な
っ
て
専
門
の
調
査
員
が
入
場
者
数
を

調
査
。
二
八
日
は
六
万
五
千
七
百
三
十
一
人
、

2
9
日
は
六
万
六
千
八
百
四
十
一
人
で
、
米
軍

の
ケ
タ
違
い
の
水
増
し
発
表
を
暴
露
す
る
も
の

と

な

っ

た

。

◆

◆

連
絡
先
●
第
三
次
訴
訟
原
告
団
事
務
所

a
0四
六
二
（
六
四
）
四
三
四
五

ラ
ン
ク
が
少
将
か
ら
中
将
に
格
上
げ
さ
れ
た
。

海
兵
隊
報
道
部
は
通
常
の
異
動
と
し
て
い
る

が
、
在
沖
海
兵
隊
維
持
に
向
け
た
意
思
表
示
と

受
け
取
ら
れ
て
い
る
。
日
本
側
か
ら
相
次
い
で

い
る
海
兵
隊
の
撤
退
要
求
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ

イ
ム
ス
ヘ
の
海
兵
隊
撤
退
意
見
広
告
な
ど
に
対

し
て
、
海
兵
隊
員
の
士
気
を
高
め
る
狙
い
も
あ

る
だ
ろ
う
。
同
時
に
、
海
兵
隊
撤
退
要
求
に
対

す
る
米
軍
の
抵
抗
の
姿
勢
を
示
し
て
い
る
と
言

え
よ
う
。

海
兵
隊
撤
退
の
声

一
方
、
海
兵
隊
撤
退
を
求
め
る
声
は
、
散
発

的
な
も
の
か
ら
確
実
に
―
つ
の
流
れ
に
な
り
つ

つ
あ
る
。
六
月
末
か
ら
七
月
初
旬
に
訪
米
し
た

自
民
、
社
民
、
さ
き
が
け
三
党
の
訪
米
団
（
団

長
・
山
崎
拓
自
民
党
政
調
会
長
）
は
、
七
月
三

日
に
ハ
ワ
イ
州
ホ
ノ
ル
ル
市
内
の
米
太
平
洋
司

＾
骨
と
会
談
し
た
際
に
、
沖
縄
の
海
兵
隊
な
ど

在
日
米
軍
を
ハ
ワ
イ
也
グ
ア
ム
に
移
転
す
る
可

翡
を
た
だ
し
た
。
ブ
ル
ア
ー
司
＾
品
は
否
定

的
な
答
え
を
し
た
が
、
日
本
政
府
与
党
の
代
表

団
が
海
兵
豚
撤
退
に
つ
い
て
米
太
平
洋
司
＾
品
ロ

に
要
求
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
海
兵
隊

の
撤
退
が
現
実
の
日
米
両
国
の
課
題
と
な
り
つ

つ
あ
る
側
面
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

今
年
三
月
に
は
、
日
本
政
策
研
究
所
の
チ
ャ
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の
比
嘉
（
ひ
が
）
市
長
か
ら
「
事
前
調
査
」
の

受
け
入
れ
を
引
き
出
し
た
。
海
上
ヘ
リ
基
地
建

設
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
着
々
と
進
行
し

て
い
く
な
か
、
名
護
市
長
が
海
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト

基
地
建
設
に
反
対
す
る
市
民
の
声
に
反
し
て
、

海
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
基
地
建
設
を
容
認
し
て
い
く

の
で
は
な
い
か
と
危
機
感
を
も
ち
始
め
た
名
護

市
民
た
ち
は
、
「
名
護
市
の
将
来
は
市
民
み
ん

な
で
決
め
よ
う
！
」
を
合
言
葉
に
、
多
く
の
市

民
団
体
や
民
主
団
体
で
構
成
す
る
「
ヘ
リ
ポ
ー

ト
基
地
建
設
の
是
非
を
問
う
名
護
市
民
投
票
推

進
協
議
を
六
月
六
日
に
結
成
し
、
会
市
民
投
票

条
例
の
制
定
請
求
と
必
要
な
署
名
活
動
の
準
備

を
開
始
し
た
。

そ
し
て
、
六
月
二
十
六
日
に
条
例
制
定
請
求

を
行
な
い
、
七
月
九
日
か
ら
八
月
八
日
ま
で
の

署
名
活
動
を
取
り
組
ん
だ
。
名
護
市
内
の
目
抜

き
通
り
に
事
務
所
を
構
え
た
名
護
市
民
投
票
推

進
協
議
会
の
活
動
に
は
、
署
名
集
受
任
者
と
し

ル
マ
ー
ズ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
所
長
や
マ
イ
ク
・
モ

チ
ヅ
キ
I
i
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
研
究
所
研
究
員
な
ど

米
国
の
学
者
グ
ル
ー
ー
プ
十
三
名
が
ク
リ
ン
ト
ン

大
統
領
、
コ
ー
エ
ン
国
防
長
官
、
議
会
メ
ン

バ
ー
な
ど
に
在
沖
海
兵
隊
の
削
減
・
撤
退
を
求

め
る
提
言
害
を
提
出
し
て
い
た
が
、
こ
の
ほ
ど

ジ
ョ
ン
ソ
ン
所
長
あ
て
に
カ
レ
ン
、

S
・
ビ
ー

ス
海
軍
省
次
官
補
名
で
返
事
が
届
き
、
沖
縄
か

ら
の
マ
リ
ン
の
削
減
に
つ
い
て
「
米
国
の
ア
ジ

ア
に
お
け
る
軍
事
戦
略
が
不
要
に
な
っ
た
と

き
、
あ
る
い
は
、
日
本
政
府
が
も
は
や
米
軍
の

駐
留
を
求
め
な
く
な
っ
た
時
の
い
ず
れ
か
の
場

合
起
こ
る
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
、
現
時
点
で

の
海
兵
隊
削
減
に
難
色
を
示
し
た
。

し
か
し
、
日
米
防
衛
協
カ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

見
直
し
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
米
国
の
戦

争
の
た
め
に
米
軍
が
日
本
全
国
の
民
間
空
港
や

港
湾
、
道
路
を
自
由
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
さ

せ
、
自
衛
啄
も
自
動
的
に
米
国
の
戦
争
に
参
戦

す
る
よ
う
に
し
て
か
ら
、
海
兵
隊
の
撤
退
を
行

な
う
つ
も
り
の
よ
う
だ
。

日
本
国
内
の
海
兵
隊
撤
退
の
声
を
逆
手
に

と
っ
て
、
日
本
政
府
の
譲
歩
を
引
き
出
そ
う
と

し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
の
だ
。
海
兵
隊
撤

退
を
日
米
の
軍
事
関
係
強
化
に
結
び
つ
け
て
さ

せ
て
は
な
ら
な
い
。

何
千
億
円
も
日
本
政
府
が
負
担
し
て
海
上
へ

リ
ポ
ー
ト
を
建
設
し
、
海
兵
隊
の
駐
留
を
継
続

て
六
百
名
を
超
え
る
多
く
の
市
民
が
参
加
し
、

各
種
団
体
の
市
民
投
票
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の

横
断
幕
や
縦
看
板
が
市
内
に
溢
れ
る
な
か
で
、

署
名
活
動
が
取
り
組
ま
れ
た
。

有
権
者
の
五
十
分
の
一
の
署
名
で
条
例
制
定

請
求
は
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
名
護

市
民
有
権
者
の
三
分
の
一
（
一
万
三
千
人
）
を

目
標
に
署
名
活
動
は
行
な
わ
れ
、
結
果
的
に
は

全
有
権
者
の
過
半
数
を
超
え
る
一
万
九
七
一
二
四

人
分
の
署
名
を
八
月
十
三
日
に
名
護
市
に
提
出

し
た
。
全
有
権
者
の
過
半
数
を
超
え
る
署
名
簿

の
提
出
は
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
基
地
建
設
に
容
認
姿

勢
を
示
す
名
護
市
長
と
名
護
市
議
会
で
過
半
数

を
占
め
る
与
党
議
員
団
に
衝
撃
的
に
受
け
止
め

ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
は
、
名
護
市
議
会
与
党
は
市
民
投

票
の
実
施
を
疑
問
視
し
て
お
り
、
署
名
が
提
出

さ
れ
て
も
市
民
投
漂
条
例
が
制
定
し
な
い
意
向

を
表
明
し
て
い
た
が
、
今
回
の
過
半
数
以
上
の

署
名
簿
の
提
出
で
、
動
揺
を
隠
せ
ず
、
二
万
人

近
い
署
名
を
無
視
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
比

嘉
市
長
は
コ
メ
ン
ト
を
控
え
て
い
る
が
、
九
月

議
会
に
市
民
投
票
条
例
と
実
施
の
た
め
の
予
算

措
置
を
提
案
す
る
こ
と
が
確
実
に
な
っ
た
。

可
決
さ
れ
れ
ば
、
十
二
月
頃
の
市
民
投
票
実

施
と
な
る
。
委
員
会
で
の
継
続
審
議
や
最
悪
の

場
合
と
し
て
否
決
も
予
想
さ
れ
て
は
い
る
が
、

海
上
ヘ
リ
基
地
の
建
設
を
容
認
し
市
民
投
票
に

名
護
市
で
市
民
投
票
請
求
署
名
が
取
り
組
ま

れ
て
い
る
な
か
で
、
海
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
基
地
の

建
設
の
た
め
の
事
前
調
査
が
動
き
出
し
て
い

る
。
起
業
者
で
あ
る
那
覇
防
衛
施
設
局
が
六
月

十
八
日
に
申
請
し
て
い
た
十
七
ヶ
所
の
海
上

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
申
請
に
つ
い
て
、
沖
縄
県
は

七
月
二
十
八
日
に
現
地
の
環
境
調
査
を
行
な
お

動
き
出
し
た
海
上
へ

リ
ポ
ー
ト
建
設
調
査

九
六
年
四
月
の
普
天
間
基
地
全
面
返
還
合
意

は
、
代
替
ヘ
リ
ポ
ー
ト
施
設
の
新
た
な
提
供
を

条
件
と
し
て
お
り
、
嘉
手
納
飛
行
場
や
ホ
ワ
イ

ト
ビ
ー
チ
沖
な
ど
が
候
補
地
と
し
て
噂
さ
れ
な

が
ら
地
域
の
反
対
を
受
け
て
な
く
な
り
、
最
終

的
に
沖
縄
本
島
北
部
の
名
護
市
の
東
海
岸
沿
い

に
あ
る
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
プ
沖
に
つ
く
る
こ

と
で
日
米
が
合
意
し
て
い
る
。
防
衛
施
設
庁

は
、
橋
本
首
相
の
地
元
の
意
に
反
し
て
建
設
は

し
な
い
と
言
葉
と
内
閣
主
導
の
い
く
つ
か
の
地

域
振
興
策
に
よ
っ
て
、
二
度
の
建
設
反
対
市
民

総
決
起
大
会
の
反
対
決
議
を
行
な
っ
た
名
護
市

反
対
し
て
き
た
与
党
議
員
も
圧
倒
的
な
市
民
世

論
を
無
視
で
き
な
く
な
っ
た
。

今
回
の
圧
倒
的
な
署
名
を
実
現
し
た
背
景
に

は
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
問
題
を
名
護
市
東
部
地
域
だ

け
の
問
題
と
せ
ず
、
名
護
市
民
全
体
の
問
題
と

し
て
と
ら
え
て
全
市
民
的
な
課
題
と
し
て
取
り

組
ん
だ
名
護
市
民
投
票
推
進
協
議
会
に
結
集
し

た
多
く
の
市
民
団
体
の
幅
広
い
取
り
組
み
が
あ

る
。
さ
ら
に
は
、
県
内
の
革
新
政
党
や
労
働
団

体
、
民
主
団
体
か
ら
の
支
援
も
手
助
け
と
な
っ

こ。t
 
今
回
の
二
万
近
く
の
署
名
簿
の
実
現
は
、
不

透
明
に
な
さ
れ
る
名
護
市
当
局
や
市
議
会
与
党

多
数
派
の
ヘ
リ
基
地
容
認
に
ブ
レ
ー
キ
を
か

け
、
市
民
の
側
か
ら
ノ
ー
と
意
思
表
示
す
る
市

民
投
票
の
機
会
を
つ
く
る
こ
と
は
間
違
い
な
い

だ
ろ
う
。 ヘ

民

投
票
条
例
制
定
署
名

さ
せ
る
こ
と
は
、
米
軍
が
朝
鮮
半
島
や
ア
ジ

ア
・
中
東
で
戦
争
突
入
を
準
備
す
る
以
外
の
何

物
で
も
な
い
。
日
本
の
支
援
に
何
の
不
安
も
な

く
な
れ
ば
、
米
軍
は
い
つ
で
も
こ
の
地
域
で
の

軍
事
力
行
使
を
選
択
す
る
だ
ろ
う
。
米
国
は
す

で
に
唯
一
の
超
軍
事
大
国
で
あ
り
、
日
本
の
拠

点
基
地
の
提
供
と
自
衛
隊
を
足
せ
ば
全
世
界
の

約
半
分
の
軍
事
力
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
軍

事
力
行
使
へ
の
敷
居
を
高
く
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
沖
縄
か
ら
の
海
兵
隊
撤
退
お
よ

び
米
軍
基
地
の
撤
去
は
、
将
来
の
戦
争
へ
の
ブ

レ
ー
キ
に
な
る
。
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う
と
し
た
が
、
現
地
で
ヘ
リ
ポ
ー
ト
建
設
阻
止

を
求
め
る
住
民
代
表
の
強
い
反
対
で
断
念
し
、

八
月
一
日
に
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
プ
沖
の
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
を
許
可
し
通
知
し
た
。

沖
縄
県
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
許
可
決
定
に
反

対
す
る
住
民
代
表
や
市
民
グ
ル
ー
プ
は
、
県
土

木
部
長
に
面
会
し
許
可
の
撤
回
を
迫
っ
た
が
、

県
と
し
て
は
国
の
機
関
委
任
事
務
と
し
て
事
務

的
に
処
理
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
る
と
答
え

る
に
と
ど
ま
っ
た
。
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
沖

へ
の
海
上
ヘ
リ
基
地
建
設
問
題
に
つ
い
て
の
沖

縄
県
の
対
応
は
、
名
護
市
地
元
で
強
い
建
設
反

対
の
意
思
を
表
明
し
て
い
る
地
域
住
民
か
ら

は
、
大
き
な
反
発
を
う
け
て
い
る
。
ホ
ワ
イ
ト

ビ
ー
チ
沖
で
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
早
々
と
反

対
の
意
思
を
表
明
し
た
沖
縄
県
が
キ
ャ
ン
プ
・

シ
ュ
ワ
ブ
沖
に
つ
い
て
「
だ
ん
ま
り
」
を
決
め

込
ん
で
い
る
こ
と
が
、
容
認
的
な
姿
勢
と
受
け

止
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

一
方
、
国
と
県
の
関
係
で
は
、
普
天
間
基
地

の
跡
地
を
拠
点
の
ひ
と
つ
と
し
て
計
画
さ
れ
て

い
る
国
際
都
市
形
成
構
想
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
移
設
先
問
題
を
調
査
段
階
で
ス
ト
ッ
プ
さ

せ
る
こ
と
で
、
デ
ッ
ド
ロ
ッ
ク
状
態
に
な
ら
な

い
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
県
の
姿
勢
に
つ
い

て
、
県
政
与
党
は
事
務
的
と
は
い
え
許
可
に
は

反
対
と
し
な
が
ら
「
大
田
県
政
と
し
て
海
上
へ

リ
ポ
ー
ト
を
認
め
た
と
い
う
理
解
に
は
立
た
な

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
最
新
の
情
勢
と
、
私
た
ち
の

運
動
の
現
状
に
つ
い
て
話
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
話
題
は
三
つ
で
す
。
―
つ
目
は
、
米
軍
基

地
跡
地
の
平
和
転
換
の
問
題
。
第
二
に
こ
れ
ら

基
地
跡
地
の
環
境
汚
染
|
米
軍
が
残
し
た
「
毒

物
の
遺
産
」
の
問
題
で
す
。
一
一
一
番
目
に
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
国
土
を
再
び
軍
事
利
用
し
よ
う
と

狙
う
ア
メ
リ
カ
の
動
き
に
つ
い
て
で
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
日
本
か
ら
さ
ほ
ど
遠
く
に
あ

り
ま
せ
ん
。
マ
ニ
ラ
か
ら
成
田
ま
で
は
飛
行
機

で
大
体
三
時
間
。
沖
縄
と
マ
ニ
ラ
は
一
時
間
半

い
」
と
し
て
い
る
。
大
田
知
事
は
定
例
の
記
者

贄
の
席
で
、
「
日
米
特
別
行
動
委
員
会
(

S

A
C
o
)
の
最
終
報
告
は
移
設
条
件
付
で
厳
し

い
も
の
だ
が
、
県
民
一
体
と
な
っ
て
乗
り
切
ら

な
い
と
基
地
の
な
い
沖
縄
づ
く
り
は
で
き
な

い
」
と
語
り
、
「
県
内
移
設
に
は
反
対
で
あ

る
」
と
し
な
が
ら
、
今
回
の
調
査
を
建
設
調
査

と
は
理
解
し
て
い
な
い
と
し
た
。

八
月
四
日
か
ら
反
対
住
民
の
抗
議
す
る
中
で

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
が
開
始
さ
れ
、
ボ
ー
リ
ン
グ

予
定
地
の
深
さ
な
ど
が
測
ら
れ
、
約
二
万
名
の

市
民
投
票
条
例
請
求
署
名
が
提
出
さ
れ
た
十
三

日
に
は
設
置
さ
れ
た
や
ぐ
ら
で
ボ
ー
リ
ン
グ
調

査
が
始
ま
っ
た
。
実
際
の
調
査
が
始
ま
っ
た
こ

と
に
、
地
元
の
ヘ
リ
ポ
1
1

卜
阻
止
協
議
会
は
反

対
運
動
を
続
け
て
い
く
こ
と
を
表
明
し
た
。
今

後
、
沖
縄
の
反
基
地
運
動
は
、
市
民
投
票
を
実

現
し
な
が
ら
粘
り
強
く
海
上
ヘ
リ
基
地
建
設
の

反
対
運
動
を
継
続
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

さ
て
、
昨
年
四
月
に
五
年
な
い
し
七
年
以
内

に
全
面
返
還
す
る
こ
と
を
合
意
さ
れ
た
普
天
間

基
地
の
あ
る
宜
野
湾
市
で
七
月
十
三
日
に
市
長

選
挙
が
行
わ
れ
た
。
保
革
の
対
決
と
な
り
、
一

九
八
五
年
か
ら
三
期
十
二
年
続
く
革
新
市
政
を

ア
メ
リ
カ
は

も
う
一
度

フ
ィ
リ
ピ
ン
を
「
砦
」

に
し
ょ
う
と
し
て
い
る

ロ
ー
ラ
ン
ド
・
シ
ン
ブ
ラ
ン

で
す
。
当
然
米
軍
に
と
っ
て
も
フ
ィ
リ
ピ
ン
と

沖
縄
は
近
い
。
沖
縄
の
海
兵
隊
は
定
期
的
に

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
来
て
合
同
渡
習
を
や
っ
て
い
ま

す。
米
軍
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
初
め
て
来
た
の
は
今

世
紀
の
初
頭
、
私
た
ち
が
ス
ペ
イ
ン
と
の
戦
っ

て
独
立
を
勝
ち
取
っ
た
(
-
八
九
八
年
）
直
後

で
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
民
衆
が
一
九
九
一
年
に

基
地
協
定
を
拒
否
す
る
ま
で
米
軍
の
駐
留
は
続

き
ま
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
ア
メ
リ
カ
が
ア
ジ

ア
に
持
っ
た
最
初
の
植
民
地
で
あ
り
、
ア
ジ
ア

継
承
し
、
県
内
移
設
に
反
対
の
立
場
と
普
天
間

飛
行
場
の
約
束
ど
お
り
の
全
面
返
還
お
よ
び
国

際
都
市
形
成
へ
の
取
り
組
み
を
訴
え
た
比
嘉
盛

光
（
ひ
が
せ
い
こ
う
）
氏

(
5
9歳
）
が
保
守

系
候
補
の
二
倍
以
上
の
得
票
を
し
て
圧
勝
し

た。
市
政
奪
還
を
め
ざ
す
自
民
党
は
、
海
上
ヘ
リ

ポ
ー
ト
建
設
を
争
点
に
取
り
上
げ
て
県
内
移
設

実
現
を
主
張
し
、
保
守
候
補
で
な
け
れ
ば
普
天

間
跡
地
開
発
は
で
き
な
い
と
し
て
、
終
盤
に
は

野
中
幹
事
長
代
理
、
稲
垣
沖
縄
開
発
庁
長
官
な

ど
を
派
遣
し
、
海
上
ヘ
リ
基
地
建
設
な
し
に
は

普
天
間
基
地
の
返
還
は
あ
り
え
な
い
と
の
宣
伝

を
行
っ
た
が
、
宜
野
湾
市
民
は
、
県
内
移
設
の

な
い
普
天
間
基
地
返
還
を
選
択
し
た
と
い
え
よ

ぶ
ノ

さ
て
、
嘉
手
納
町
長
が
、
新
た
に
設
け
ら
れ

た
米
軍
基
地
関
連
の
特
別
交
付
税
の
傾
斜
配
分

は
基
地
被
害
の
実
態
に
関
係
な
く
、
自
治
体
内

の
基
地
面
積
と
米
軍
人
人
数
で
計
算
さ
れ
た
こ

と
に
強
く
反
発
し
て
、
嘉
手
納
基
地
の
全
面
返

還
を
要
求
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
自
民
党
系
の

嘉
手
納
町
長
が
嘉
手
納
基
地
の
全
面
返
還
要
求

を
打
ち
出
し
た
こ
と
は
、
沖
縄
県
が
進
め
る
ニ

0
一
五
年
ま
で
に
米
軍
基
地
の
全
廃
を
求
め
る

基
地
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
各
自
治
体
に

も
認
知
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。◆
◆
 

進
出
の
た
め
の
軍
事
的
・
政
治
的
・
経
済
的
要

塞
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
米
軍
基
地
は
、
植
民
地
支
配

と
一
体
の
存
在
で
し
た
。
米
軍
は
一
九

0
一
か

ら
一
九

0
三
年
ま
で
に
、
基
地
体
制
を
確
立
し

ま
す
。
米
軍
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
独
立
を
破
壊

す
る
た
め
に
送
り
込
ま
れ
た
先
兵
で
し
た
。
今

日
で
も
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
教
科
書
は
、
ア
メ
リ

カ
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
侵
略
は
合
法
的
で
道
徳
的
も

正
当
な
行
為
で
あ
っ
た
と
書
い
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
時
点
で
我
々
は
す
で
に
フ
ィ
リ
ピ

自
民
党
惨
敗
の

宜
野
湾
市
長
選
挙

フィリピンを代表する反核・反基地運動体「非核フィリ

ピン連合」議長のローランド・シンブランさんが7月
「非核自治体草の根ネットワーク」の招きで来日し、 1

9~2 0日札幌での同ネットワーク全国集会を前後し
て、首都圏、関西等をスビーキング・ツアーを行った。

7月16日横浜で開かれた集会（主催：すべての基地に
ノー！ ファイト神奈川）での講演を再録する。

（通訳•菊池敬嗣文責 •EB巻一彦）
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フィリピンにあった
主な米軍基地

ン

共

和

国

を

樹

立

し

て

い

た

。

ア

メ

リ

カ

は

こ

の

生

ま

れ

た

ば

か

り

の

共

和

国

を

つ

ぶ

し

た

の

で

す

。

昨

年

私

は

ペ

ン

タ

ゴ

ン

を

訪

ね

、

一

八

九

九

年

か

ら

一

九

0三
年

ま

で

の

闘

争

の

資

料

を

見

ま

し

た

。

そ

こ

で

は

、

フ

ィ

リ

ピ

ン

侵

略

に

加

担

し

た

人

々

を

英

雄

と

し

て

書

か

れ

て

い

ま

し

平
和
転
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
「
光
と
影
」

一

九

九

一

年

、

民

衆

の

戦

い

に

よ

っ

て

フ

ィ

リ

ピ

ン

上

院

は

基

地

協

定

案

を

拒

否

し

、

米

軍

基

地

の

歴

史

は

終

止

符

が

打

た

れ

ま

し

た

。

そ□ ¥  
1 オ庄ネル送信基雌／／

スービック海軍基旦／

側

面

で

す

。

し

か

し

、

重

大

な

問

題

も

発

生

し

て

い

ま

す

。

基

地

跡

地

に

適

用

さ

れ

て

い

る

経

済

プ

ロ

グ

ラ

ム

は

、

全

国

的

な

フ

ィ

リ

ピ

ン

経

済

プ

ロ

グ

ラ

ム

の

一

貰

な

の

で

す

が

、

政

府

の

全

国

的

な

経

済

政

策

は

、

フ

ィ

リ

ピ

ン

国

内

の

投

資

家

よ

り

も

海

外

の

投

資

家

を

優

遇

し

て

い

ま

す

。

基

地

跡

地

開

発

も

そ

の

例

外

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

ス

ー

ビ

ッ

ク

と

ク

ラ

ー

ク

は

い

ず

れ

も

経

済

特

別

区

を

宣

言

し

ま

し

た

。

と

く

に

自

由

貿

易

港

ス

ー

ビ

ッ

ク

は

、

海

外

投

資

家

に

と

っ

て

魅

力

的

な

存

在

で

す

。

こ

れ

ら

の

地

域

で

は

海

外

投

資

家

を

積

極

的

に

受

け

入

れ

る

た

め

に

、

労

働

組

合

活

動

が

抑

圧

さ

れ

る

な

ど

憂

慮

す

べ

き

問

題

が

発

生

し

て

い

ま

す

。

基

地

跡

地

で

六

万

五

九

二

七

人

の

雇

用

が

創

出

さ

れ

た

と

先

ほ

ど

お

話

し

ま

し

た

が

、

彼

ら

の

多

く

は

団

結

権

、

ス

ト

ラ

イ

キ

権

が

奪

わ

れ

て

い

ま

す

。

経

済

特

別

区

で

は

、

直

接

雇

用

契

約

を

結

ぶ

の

は

労

働

者

を

リ

ク

ル

ー

ト

す

る

専

門

の

会

社

で

、

労

働

者

は

そ

こ

か

ら

実

際

に

仕

事

を

す

る

各

企

業

に

派

遣

さ

れ

ま

す

。

労

働

現

場

で

は

、

労

働

組

合

に

加

入

し

な

い

と

い

う

誓

約

書

を

書

か

さ

れ

る

。

基

地

跡

地

で

作

り

出

さ

れ

た

雇

用

と

は

、

こ

の

よ

う

な

実

態

な

の

で

す

。

米

軍

基

地

は

撤

去

さ

れ

ま

し

た

が

、

取

り

組

む

べ

き

課

題

は

山

積

し

て

い

ま

す

。

そ

れ

は

、

フ

ィ

リ

ピ

ン

の

社

会

的

・

経

済

的

・

政

治

的

構

造

を

変

革

す

る

と

い

う

こ

と

で

す

。

基

地

が

な

く

な

っ

た

今

で

も

、

少

数

の

エ

リ

ー

ト

に

よ

る

支

配

と

い

う

現

実

は

何

も

変

わ

っ

て

い

ま

せ

ん

。

労

働

者

、

農

民

そ

し

て

あ

ら

ゆ

る

階

層

の

参

加

を

得

て

、

こ

の

戦

い

を

押

し

す

進

め

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

米

軍

の

撤

退

は

間

追

い

な

く

前

進

で

し

た

。

し

か

し

、

私

た

ち

は

こ

こ

に

立

ち

止

ま

る

わ

け

に

は

い

か

な

い

。

圧

倒

的

多

数

の

労

働

者

や

農

民

が

、

自

信

を

持

っ

て

フ

ィ

リ

ピ

ン

社

会

の

建

設

に

参

加

で

き

る

よ

う

に

し

て

い

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

思

い

ま

す

。

こ

れ

は

、

欧

米

諸

国

の

植

民

地

か

ら

独

立

し

た

国

々

に

共

通

の

課

題

で

す

。

外

国

支

配

の

終

了

は

か

な

ら

ず

し

も

そ

の

社

会

の

経

済

的

・

政

治

的

民

主

化

を

意

味

し

な

い

、

国

内

エ

リ

ー

ト

の

支

配

を

終

わ

ら

せ

、

社

会

構

造

を

作

り

な

お

し

て

民

衆

の

主

権

を

確

立

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

米
軍
が
残
し
た
「
壽
物
の
遺
産
」

米

軍

が

撤

退

し

た

後

、

フ

ィ

リ

ピ

ン

の

科

学

者

た

ち

は

限

ら

れ

た

範

囲

内

で

し

た

が

基

地

跡

地

の

土

壌

と

水

の

調

査

を

行

い

、

米

軍

が

投

棄

し

た

廃

棄

物

に

よ

っ

て

か

な

り

の

環

境

破

壊

・

環

境

汚

染

が

進

ん

で

い

る

こ

と

を

確

か

め

ま

し

た

。

お

び

た

だ

し

い

量

の

毒

性

化

学

物

質

が

、

基

地

跡

地

の

地

下

水

を

汚

染

し

て

い

た

の

で

サン・

海軍通

クラーク空軍基地

こ。t
 

し

て

一

九

九

二

年

か

ら

、

政

府

は

基

地

跡

地

の

平

和

転

換

プ

ロ

グ

ラ

ム

に

着

手

し

ま

す

。

フ

ィ

リ

ピ

ン

基

地

転

換

開

発

機

構

の

公

式

報

告

書

に

よ

れ

ば

、

九

二

年

以

降

四

年

間

で

基

地

跡

地

へ

の

開

発

投

資

は

十

八

億

ド

ル

に

上

り

六

万

五

九

二

七

人

の

雇

用

を

創

出

し

ま

し

た

。

こ

れ

は

、

基

地

の

最

盛

期

の

雇

用

を

上

回

る

数

字

で

す

。

と

り

わ

け

ス

ー

ビ

ッ

ク

海

軍

基

地

と

ク

ラ

ー

ク

空

軍

基

地

の

跡

地

に

は

、

多

く

の

ビ

ジ

ネ

ス

と

経

済

活

動

が

集

積

さ

れ

て

き

ま

し

た

。

そ

れ

は

、

「

経

済

的

奇

跡

」

と

も

呼

ば

れ

て

い

ま

す

。

ニ

―

世

紀

の

「

新

し

い

ホ

ン

コ

ン

」

と

い

う

声

ま

で

聞

か

れ

ま

す

。

か

っ

て

米

軍

基

地

擁

護

派

は

、

米

軍

基

地

が

無

く

な

っ

た

ら

フ

ィ

リ

ピ

ン

経

済

は

崩

壊

す

る

と

主

張

し

て

い

ま

し

た

。

し

か

し

、

こ

れ

ま

で

の

経

験

を

見

れ

ば

そ

れ

が

間

違

い

で

あ

っ

た

こ

と

は

明

白

で

す

。

ス

ー

ビ

ッ

ク

海

軍

基

地

の

跡

地

は

国

際

空

港

と

な

り

、

国

際

コ

ン

ベ

ン

シ

ョ

ン

セ

ン

タ

ー

、

リ

ク

レ

ー

シ

ョ

ン

施

設

に

姿

を

変

え

つ

つ

あ

り

ま

す

。

か

っ

て

米

軍

が

ゲ

リ

ラ

戦

の

訓

練

を

し

て

い

た

大

規

模

な

熱

帯

雨

林

は

、

生

態

学

セ

ン

タ

ー

と

な

っ

て

い

ま

す

。一

方

、

ク

ラ

ー

ク

空

軍

基

地

は

ア

メ

リ

カ

国

外

で

は

最

大

規

模

の

空

軍

基

地

で

し

た

が

、

現

在

国

際

空

港

と

し

て

、

ル

ソ

ン

島

北

部

の

活

性

化

の

拠

点

に

な

っ

て

い

ま

す

。

以

上

が

基

地

転

換

プ

ロ

グ

ラ

ム

の

肯

定

的

な

す

。

地

域

の

反

基

地

運

動

グ

ル

ー

プ

の

調

査

に

よ

っ

て

明

ら

か

に

な

っ

た

、

こ

の

「

毒

物

の

遺

産

」

に

つ

い

て

。

私

た

ち

は

、

フ

ィ

リ

ピ

ン

政

府

が

ア

メ

リ

カ

政

府

に

対

し

て

正

式

に

汚

染

調

査

を

求

め

、

環

境

破

壊

調

査

結

果

を

す

べ

て

フ

ィ

リ

ビ

ン

政

府

と

国

民

に

公

開

さ

せ

る

よ

う

要

求

し

て

い

ま

す

。

そ

う

し

な

け

れ

ば

、

基

地

跡

地

へ

の

住

民

の

定

住

が

不

可

能

だ

か

ら

で

す

。

ア

メ

リ

カ

政

府

は

、

「

フ

ィ

リ

ピ

ン

側

が

汚

染

の

事

実

を

実

証

し

た

な

ら

ば

、

技

術

的

な

援

助

を

行

う

一

と

言

っ

て

い

ま

す

。

た

だ

し

、

汚

染

除

去

は

ア

メ

リ

カ

が

や

る

の

で

は

な

く

、

「

一

緒

に

や

る

の

だ

」

と

。

A
C
S
A
と
地
位
協
定

今

日

私

が

特

に

強

調

し

た

い

の

は

、

再

び

フ

ィ

リ

ピ

ン

を

軍

事

的

に

利

用

し

よ

う

と

画

策

す

る

米

国

の

最

近

の

動

き

の

こ

と

で

す

。

そ

の

た

め

に

米

国

は

新

し

い

協

定

を

締

結

し

よ

う

と

し

て

い

ま

す

。

そ

れ

は

、

A
C
S
A
（

物

品

役

務

相

互

融

通

協

定

）

と

S
O
F
A
（

地

位

協

定

）

。

ア

メ

リ

カ

は

平

和

転

換

プ

ロ

グ

ラ

ム

に

よ

っ

て

繁

栄

し

つ

つ

あ

る

港

を

、

物

品

や

燃

料

の

補

給

の

た

め

に

軍

事

的

に

利

用

た

い

。

こ

れ

が

A

C
S
Aの狙
い

で

す

。
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東
南
ア
ジ
ア
で
は
、
こ
の
二
年
間
に
非
常
に

重
要
な
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。
東
南
ア
ジ
ア
非

核
地
帯
条
約
が
一
九
九
五
年
に
署
名
さ
れ
、
現

在
各
国
で
批
准
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

非
核
地
帯
条
約
は
、
核
兵
器
の
持
ち
込
み
と
核

物
質
の
輸
送
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
あ

非
核
地
帯
の
拡
大
を
1
・

ず
で
す
。
こ
の
疑
問
に
対
し
て
元
米
海
軍
提
督

の
ユ
ー
ジ
ン
・
キ
ャ
ロ
ル
さ
ん
は
次
の
よ
う
に

行
っ
て
い
ま
す
。
「
ア
メ
リ
カ
は
今
、
自
分
自

身
と
の
軍
拡
競
争
に
陥
っ
て
い
る
」
。

私
の
見
る
と
こ
ろ
で
は
、
ア
メ
リ
カ
は
フ
ィ

リ
ピ
ン
で
ア
ジ
ア
各
国
と
共
同
演
習
を
行
っ

て
、
兵
器
を
宣
伝
し
、
武
器
・
兵
器
市
場
を
拡

大
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
東
ア

ジ
ア
の
国
々
に
ミ
サ
イ
ル
や
レ
ー
ダ
ー
を
飛
行

機
を
売
り
込
も
う
と
し
て
る
の
で
は
な
い
か
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
も
軍
拡
が
進
ん
で
い
ま
す
。
軍

近
代
化
の
た
め
に
今
後
十
五
年
間
に
三
三

0
0

億
ペ
ソ
（
約
一
兆
三

0
0
0億
円
）
が
注
ぎ
こ

ま
れ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
は
こ
れ
に
目
を
つ

け
て
い
る
。
事
実
、
ア
メ
リ
カ
の
フ
ィ
リ
ピ
ン

大
使
ト
ー
マ
ス
・
ア
ワ
ー
ス
氏
は
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
軍
隊
の
近
代
化
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
兵
器
が

中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
認
め
て
ほ
し

い
と
語
っ
て
い
ま
す
。

れ
ど
の
国
で
あ
れ
、
核
物
質
の
輸
送
に
マ
ラ
ッ

カ
海
峡
を
通
る
コ
ー
ス
を
使
っ
て
い
る
の
は
お

断
り
だ
と
言
っ
て
い
る
。
た
し
か
に
い
く
つ
か

の
弱
さ
を
は
ら
ん
だ
条
約
で
す
が
、
私
た
ち
は

こ
れ
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
基
地
撤
去
に
成
功
し
た
最
も

重
要
な
第
一
歩
は
、
核
兵
器
の
持
ち
込
み
を
禁

止
し
た
非
核
憲
法
の
成
立
だ
っ
た
こ
と
を
思
い

起
こ
し
ま
し
ょ
う
。
私
は
、
同
じ
よ
う
に
東
南

ア
ジ
ア
非
核
地
帯
条
約
が
、
こ
の
地
域
か
ら
米

軍
を
撤
退
さ
せ
る
た
め
の
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
に

な
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
こ
の
条
約
の
批
准
を
不

愉
快
に
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
で
の
軍
隊

の
活
動
が
制
約
さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
ス
プ
ラ
ッ
ト
リ
ー
諸
島
（
南
紗
諸

島
）
の
領
土
紛
争
が
声
高
に
叫
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
諸
島
を
め
ぐ
っ
て
は
中
国
・
ベ
ト
ナ
ム
な

ど
が
領
土
権
を
主
張
し
て
争
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
テ
コ
に
し
て
、
ア
メ
リ
カ
は
東
南
ア
ジ
ア

に
お
け
る
米
軍
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
正
当
化
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

ペ
ン
タ
ゴ
ン
の
文
書
は
、
こ
の
地
域
を
「
貿

易
ハ
イ
ウ
ェ
イ
」
と
表
現
し
て
い
ま
す
。
米
海

軍
は
、
こ
の
貿
易
ル
ー
ト
を
守
る
こ
と
を
最
大

の
関
心
に
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
e

こ
れ

は
、
い
わ
ゆ
る
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
シ
ョ
ン
」
、
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一

ら
で
す
。
た
と
え
、
修
理
や
給
油
等
の
商
業
的

な
利
用
と
い
え
で
も
、
非
核
条
項
、
関
税
、
人

国
検
査
、
犯
罪
に
対
す
る
罰
則
な
ど
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
法
体
系
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
当
然
の
こ
と
で
す
。

二
つ
の
協
定
の
一
っ
、

S
O
F
A
（
地
位
協

定
）
で
ア
メ
リ
カ
が
求
め
て
い
る
の
は
、
休
養

の
た
め
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
上
陸
す
る
軍
人
た
ち

に
治
外
法
権
的
な
特
権
を
与
え
る
こ
と
で
す
。

犯
罪
を
お
か
し
て
も
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
法
律
で
罰

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
。
ア
メ
リ

力
と
軍
事
的
な
協
定
を
結
ん
で
い
る
ど
の
国
で

も
、
こ
の
よ
う
な
治
外
法
権
的
な
特
権
を
与
え

て
は
い
ま
せ
ん
。
通
常
S
O
F
A
は
米
軍
基
地

が
置
か
れ
た
国
と
の
間
で
、
基
地
提
供
に
付
随

的
す
る
取
り
決
め
と
し
て
結
ば
れ
る
も
の
で

す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
は
基
地
が
な
い
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
軍
人
の
特
権
的
な
地
位
を
与
え
る

協
定
だ
け
を
結
ぽ
う
と
言
う
の
で
す
か
ら
。
こ

の
協
定
は
異
常
と
言
う
ほ
か
は
あ
り
ま
せ
ん
。

軍
人
に
対
す
る
裁
判
権
・
入
国
管
理
・
裁
判

権
な
ど
を
全
く
認
め
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
主
権
を
認
め
な
い
も
同
然
で
あ

り
、
領
土
の
併
合
に
等
し
い
も
の
で
す
。

ア
メ
リ
カ
は
な
ぜ
今
、

A
C
S
A
や
S
O
F

A
を
必
要
と
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
冷
戦

が
終
わ
っ
て
、
世
界
的
に
も
地
域
的
に
も
ア
メ

リ
カ
に
と
っ
て
の
脅
威
は
な
く
な
っ
て
い
る
は

G
A
T
Tな
ど
を
通
し
た
「
貿
易
自
由
化
」

「
経
済
自
由
化
」
を
貫
徹
す
る
た
め
に
こ
の
地

域
を
押
さ
え
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る

の
で
す
。
日
本
、
沖
縄
の
平
和
運
動
と
ア
ジ
ア
民
衆
運

動
が
今
直
面
し
て
い
る
の
は
、
第
一
に
、
「
世

界
の
警
察
官
」
と
し
て
、
「
戦
略
的
利
益
」

I

こ
れ
は
企
業
の
利
益
に
他
な
り
ま
せ
ん
ー
を
守

る
た
め
に
、
地
域
の
国
々
に
軍
事
介
入
す
る
権

利
が
あ
る
、
と
言
う
ア
メ
リ
カ
の
政
策
と
の
戦

い
で
す
。
第
二
に
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る

非
核
地
帯
条
約
を
め
ざ
し
て
戦
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
が
、
「
非
核
」
を
法
制

化
す
る
こ
と
で
も
あ
る
し
、
自
治
体
レ
ベ
ル
で

も
非
核
自
治
体
条
例
を
押
し
広
げ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

第
一
＿
一
に
は
、
軍
事
同
盟
に
対
す
る
戦
い
で

す
。
核
兵
器
の
配
備
と
と
も
に
、
外
国
軍
隊
に

よ
る
挑
発
的
な
軍
事
演
習
を
、
止
め
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

最
後
に
、
私
た
ち
自
身
「
反
核
」
の
連
帯
を

強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
各
国
で
そ

れ
ぞ
れ
に
頑
張
る
事
と
同
時
に
、
国
際
的
な
連

携
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
に
と
っ
て
最
優
先
の
課
題
は
、
現
在

そ
し
て
未
来
の
世
代
に
安
全
な
社
会
を
保
障
す

る

こ

と

な

の

で

す

か

ら

。

◆

◆
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国
民
の
皆
が
皆
ボ
ー
ツ
と
し
て
い
た
わ
け
で

も
な
か
っ
た
だ
ろ
う
が
、
今
や
我
が
国
の
財
政

は
完
全
に
破
綻
。
借
金
総
額
は
四
百
兆
円
。
赤

ち
ゃ
ん
ま
で
入
れ
て
均
等
割
り
し
て
国
民
一
人

当
り
約
四
百
万
円
に
な
る
と
い
う
。
ど
う
し
て

こ
ん
な
に
な
る
ま
で
放
っ
て
お
い
た
の
か
…
信

じ
ら
れ
な
い
話
だ
が
責
任
の
一
端
は
国
民
（
自

分
）
に
あ
る
の
だ
か
ら
文
旬
を
言
っ
て
い
る
だ

け
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
。
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る

か
。
と
い
う
わ
け
で
ま
ず
は
去
る
六
月
三
日
、

政
府
・
与
党
の
財
政
構
造
改
革
会
議
（
議
長
・

橋
本
首
相
）
が
ま
と
め
た
「
財
政
構
造
改
革
の

中
改
革
期
間
と
し
て
「
こ
の
間
い
っ
さ
い
の
聖

域
な
し
」
と
し
た
こ
と
。
政
府
が
防
衛
費
も
聖

域
で
は
な
い
こ
と
を
初
め
て
国
民
に
示
し
た
の

だ
。
新
聞
の
見
出
し
に
も
「
中
期
防
九
二

0
0

億
円
減
額
」
と
の
大
き
な
文
字
が
踊
っ
た
。
こ

の
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
た
「
財
政
再
建
法
案

（
仮
称
）
」
は
今
秋
の
国
会
に
提
出
さ
れ
る
。

軍
事
費
削
減
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
ど
う
展
開
す
る

か
、
私
た
ち
の
活
動
の
真
価
が
問
わ
れ
る
だ
ろ

。
ぶ
ノ

．
 

財
政
改
革
の
第
一
歩
は
ム
ダ
遣
い
を
や
め
る

こ
と
。
こ
ん
な
常
識
が
t
通
用
し
な
い
の
が
国
会

と
い
う
と
こ
ろ
だ
っ
た
か
ら
「
ム
ダ
を
見
直
し

て
み
る
」
と
い
う
今
回
の
姿
勢
は
そ
の
意
味
で

は
立
派
。
た
だ
よ
く
み
る
と
私
学
助
成
金
を
減

ら
す
と
か
、
社
会
保
隙
費
を
削
減
す
る
と
か
、

中
小
企
業
対
策
補
助
金
を
減
ら
す
と
か
国
民
生

活
に
犠
牲
を
強
い
る
形
で
実
現
す
る
緊
縮
財
政

に
な
っ
て
い
る
。
諌
早
湾
で
注
目
を
浴
び
た
干

拓
事
業
個
々
の
見
直
し
も
な
い
公
共
事
業
費
゜

問
題
山
積
の
財
政
投
融
資
や
特
殊
法
人
の
見
直

し
は
先
送
り
。
旧
国
鉄
・
国
有
林
野
事
業
の
三

0
兆
円
に
も
の
ぽ
る
債
務
処
理
も
先
送
り
…

等
々
「
財
政
構
造
改
革
」
と
は
名
ば
か
り
、
真

の
財
政
改
革
に
は
程
遠
い
。

「
聖
域
」
の
枠
が
は
ず
れ
た
と
は
い
え
防
衛

費
に
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
の
だ
が
、
そ
の

山
中
悦
子
（
編
集
部
）

鷹
方
策
」
に
注
目
。

．
 

改
革
会
議
の
メ
ン
バ
ー
に
は
中
曽
根
、
竹

下
、
宮
沢
、
村
山
な
ど
の
首
相
経
験
者
が
ズ
ラ

リ
。
膨
大
な
赤
字
財
政
を
築
き
上
げ
て
き
た
責

任
者
の
面
々
に
話
し
合
っ
て
も
ら
う
と
い
う
セ

ン
ス
と
は
？
と
こ
ろ
で
「
財
政
構
造
改
革
の

推
進
方
策
」
だ
が
、
こ
れ
は
「
た
と
え
火
だ
る

ま
に
な
っ
て
も
行
政
改
革
に
本
気
で
取
り
組

む
」
と
い
っ
た
橋
本
首
相
が
そ
の
本
気
振
り
を

国
民
に
見
せ
た
も
の
で
、
今
後
六
年
間
の
財
政

を
総
枠
で
抑
制
し
た
。
具
体
的
に
は
二

0
0
三

軍
隊
こ
そ

最
大
の
無
駄
づ
か
い

平成0釦 e,.4日l*,.e)

ロ已謳已
言鸞量〗

鸞
". ~~で一円

検
証
の
前
に
新
聞
報
道
に
よ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

ひ
と
つ
紹
介
し
ま
す
。

「
推
進
方
策
」
に
対
す
る
各
省
庁
の
抵
抗
を

さ
ば
い
て
い
た
梶
山
官
房
長
官
、
防
衛
庁
の
局

長
に
は
「
タ
ン
ク
だ
、
飛
行
機
だ
と
言
う
前
に

肝
心
な
も
の
（
有
事
法
制
）
が
で
き
て
い
な

い
！
」
と
怒
鳴
り
つ
け
た
そ
う
だ
（
毎
日
新

聞
）
。
陸
軍
士
官
学
校
出
身
の
梶
山
さ
ん
の
面

目
躍
如
？

．
 

「
財
政
構
造
改
革
の
推
進
方
策
」
の
防
衛
費

関
係
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
防
衛
費
が
三
年
連
続

（
九
八
、
九
九
、
二

0
0
0年
）
で
マ
イ
ナ
ス

の
伸
び
と
な
る
こ
と
と
、
中
期
防
衛
力
整
備
計

画
（
九
六
ー
―

1
0
0
0年
度
・
五
年
間
）
総
額

二
五
兆
一
五

0
0
億
円
が
総
額
で
九
二

0
0億

円
圧
縮
さ
れ
る
こ
と
の
二
点
。
因
み
に
今
年
度

（
九
七
年
度
）
の
防
衛
費
は
前
年
比
ニ
・
一
％

増
だ
っ
た
。
冷
戦
終
結
と
い
う
歴
史
の
大
転
換

を
経
た
こ
の
十
年
間
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
日
本
の
防
衛
費
は
今
年
ま
で
絶
え
ず
右
肩
あ

が
り
を
続
け
て
き
た
。
結
果
十
年
前
の
一
•
五

四
倍
に
。
参
考
ま
で
に
比
較
す
る
と
福
祉
費
は

-
•
四
九
倍
、
教
育
費
は
一
．
―
-
八
倍
。
今
回

の
案
が
公
表
さ
れ
た
六
月
の
時
点
で
は
削
減
の

内
容
の
見
直
し
は
今
年
中
に
1
と
さ
れ
肝
心
の

削
減
の
中
味
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

当
然
私
た
ち
は
防
衛
庁
が
固
執
し
て
譲
ら
な

年
度
ま
で
に
赤
字

国
債
の
発
行
を
ゼ
ロ
と
し
、
財
政
赤
字
を
対

G
N
P
 
(
国
内
総
生
産
）
比
三
％
以
下
に
押
さ
え

る
こ
と
を
目
標
に
し
て
歳
費
削
減
の
数
値
目
標

を
出
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
来
年
度
の
一
般
歳

出
は
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
将

来
の
タ
メ
に
今
き
ち
ん
と
財
政
再
建
を
計
る
、

こ
の
こ
と
に
異
論
を
は
さ
む
人
は
い
な
い
。
そ

し
て
中
味
の
検
討
の
前
に
一
っ
評
価
し
た
い
の

は
、
今
世
紀
中
の
一
二
年
間
を
改
革
五
原
則
の
集

か
っ
た
主
力
装
備
問
題
を
ど
う
す
る
の
か
、
す

で
に
購
入
し
た
装
備
な
ど
の
後
年
度
負
担

（
ロ
ー
ン
返
済
）
や
思
い
や
り
予
算
を
ど
う
す

る
の
か
に
大
き
な
関
心
を
寄
せ
た
。
そ
う
し
た

中
八
月
に
な
り
防
衛
庁
は
来
年
度
（
九
八
年

度
）
予
算
の
概
算
要
求
に
向
け
た
基
本
方
針
を

決
め
削
減
の
中
味
を
明
ら
か
に
し
た
。
来
年
度

は
六
百
億
円
以
上
の
人
件
費
の
増
額
（
給
与
改

善
分
・
一
％
／
年
）
を
見
込
ん
で
い
た
こ
と
も

あ
り
削
減
の
幅
は
よ
り
一
層
広
が
っ
た
。
そ
れ

が
「
正
面
装
備
に
手
を
つ
け
ず
に
削
減
額
達
成

は
困
難
」
（
幹
部
）
と
の
認
識
と
「
思
い
や
り

予
算
l

に
手
を
つ
け
る
と
い
う
そ
れ
な
り
に
画

期
的
な
状
況
を
生
み
だ
し
た
と
い
え
る
か
も
し

れ
な
い
。

．
 

で
は
中
味
を
検
証
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
思
い

や
り
予
算
だ
が
、
協
定
で
は
っ
き
り
日
本
側
負

担
が
決
ま
っ
て
い
る
労
務
費
、
水
道
光
熱
費
は

そ
の
ま
ま
。
約
九
五
三
似
円
の
削
減
分
は
米
軍

宿
舎
な
ど
の
提
供
施
設
整
備
費
が
中
心
に
な

る
。
軍
人
・
軍
属
に
日
本
に
い
な
が
ら
ア
メ
リ

カ
ン
ラ
イ
フ
を
保
証
す
る
米
側
が
ど
う
対
応
す

る
か
注
目
。
し
か
し
こ
の
辺
で
「
海
兵
隊
や
軍

艦
の
母
港
は
日
本
に
置
く
ほ
う
が
安
上
が
り
」

と
い
う
米
国
側
の
常
識
を
打
ち
破
り
、
在
日
米

軍
基
地
の
縮
小
に
つ
な
げ
る
べ
き
な
の
だ
。
政

府
は
こ
れ
を
機
会
に
提
供
施
設
に
戦
闘
機
の
格
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国の補償責任明確に 臼硯柑讀霧園＇

人
る
軍
よ
件
故

米
に
事
事

「被害者の会」

中北龍太郎（弁護士）
「米軍人・軍属による事件被害者の会」 （代表海老原大祐）は、

米兵による事件、事故の被害者の救済のために、 「民事特別法」改

正案を提案した。この改正を実現するため、市民・議員立法運動を

展開していく。熱い支援をお願いしたい。以下に改正の提案理由を

述べる。

・

露

●

鬱

●

●

●

~
戸

•
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保

．
 

＂
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日
本
国
に
お

•
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
の
実
施
に
伴
う
民
事

．
 

•
特
別
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
二
七
年
四
月
一
一
八
日

＂
法
律
第
一
ニ
―
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

巨
『
い
[
`
口
汀
汀
員
＂
「

＂
海
軍
又
は
空
軍
（
以
下
「
合
衆
国
軍
隊

l

と
い
う
。
）
の
構
成
員
、
被

•
用
者
又
は
こ
れ
ら
の
家
族
が
．
日
本
国
内
に
お
い
て
違
法
に
他
人

．
 

•
に
損
害
を
加
え
た
と
き
は
、
国
の
公
務
員
又
は
被
用
者
が
そ
の
職

＂
務
を
行
う
に
つ
い
て
違
法
に
他
入
に
損
害
を
加
え
た
場
合
の
例
に

一
よ
り
、
国
が
そ
の
損
害
を
賠
償
す
る
責
に
任
ず
る
。
」

．
 
．
 

•
第
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

"
2
第
二
条
の
規
定
は
、
合
衆
国
軍
隊
の
被
用
者
の
職
務
遂
行
中

一
に
行
わ
れ
た
も
の
で
な
い
不
法
行
為
及
び
こ
れ
ら
の
者
の
家
族
の
不

'_r,

•
法
行
為
に
つ
い
て
は
、
そ
の
加
害
者
が
日
本
国
民
も
し
く
は
通
常

•
日
本
国
に
居
住
す
る
被
用
者
又
は
こ
れ
菜
出
家
族
で
あ
る
場
合
に
は
、

• 
＂
適
用
し
な
い
。

．
 

• 
＂
附
則

"
l
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
九
0
日
を
経
過
し
た
で
改
正
法
の
施
行
前
に
行

：
わ
れ
た
公
務
外
の
不
法

•
日
か
ら
施
行
す
る
。

~
2
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
行
わ
れ
た
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
も

•
し
く
は
被
用
者
の
公
務
執
行
外
の
不
法
行
為
又
は
こ
れ
ら
の
家
族
[
行
為
に
ょ
る
損
害
に
つ
ぃ

＂
の
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
に
つ
い
て
は
、
日
本
国
は
政
令
の
定
め
る

_

_

 二て
も
、
人
道
的
観
点
か
ら

•
1
1とこ
ろ
に
よ
り
右
不
法
行
為
の
被
害
者
等
に
対
し
被
害
者
等
給
付
竺
国
の
責
任
で
救
済
措
置

＂

金

を

支

給

す

る

。

を

と

る

。

• 
.
.
.
 
I
I
●
●
●
霞

•
I
I

• • 

が法改正案

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

ン艦後年の＾繰 かきやがは納品器1■1田重氏＂匹竿』”如 9寸U量 ~_  2737, 

支船°度予六り後いだり負労庫
払六日ま算〇延年を°予担務ま 2500
い隻本で減七べ度容国算し費で
の定は繰が億継負認民ーて‘含
予 口り見旦続担しものい水ま 2000
算云 I延込 ではな一見た道れ
を 0 ンベまのし今い思直こ光て

靡箪阿とg甘摩閾胃ぶと名覧羞‘1500
度円がと゜二。同をりも再の現
でで得しし倍 様明予つ認た実 1000
五買意てかで規支障算と識ぐや
億つで問し—模払しーすしい七
円て‘題二七はぃしのす‘も七 500
とも例は 0 0 今時さムめー米年
組口えそ 0 億年期つ。ダる思国ま ＇」皇：280 光熱水費追加 訓練移転費追加

み lばの 0 円度の づべい側で 。

や
さ
し
く
言
え
ば
…

8
 

公
務
外
の
事
件
・
事
故
、

疇

軍
人
・
軍
属
に
よ
る
も
の
臨

だ
け
で
な
く
、
そ
の
家
族
”

に
よ
る
事
件
・
事
故
の
被
〖

害
も
損
害
賠
償
の
対
象
]

に
す
る
。
賠
償
責
任
は
国

が
負
う
。

-97甲

立
て
る
。
結
果
九
六
年
度
は
ロ
ー
ン
支
払
い
総

額
一
兆
八

0
0
0
億
円
に
も
の
ぽ
っ
て
い
る
。

し
か
し
ロ
ー
ン
で
の
大
き
な
買
い
物
（
軍
拡
）

は
見
え
に
く
く
、
そ
の
ム
ダ
づ
か
い
程
度
に
も

人
々
は
つ
い
無
関
心
に
な
る
。
聞
く
と
こ
ろ
に

よ
る
と
世
界
で
は
軍
事
物
件
に
関
し
て
一
度
は

買
う
と
約
束
し
て
も
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
の
は
当

り
前
だ
と
か
。
も
う
買
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
の

支
払
い
を
値
切
っ
た
り
支
払
わ
な
か
っ
た
り
と

い
う
こ
と
も
結
構
あ
る
と
か
。
生
真
面
目
ニ
ッ

ポ
ン
も
一
度
ぐ
ら
い
や
っ
て
み
て
も
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
？

．
 

「
中
期
防
」
の
九
―

1
0
0億
円
圧
縮
は
容
易

に
ち
が
い
な
い
。
一
機
―
二

0
偉
円
の
戦
闘
機

を
四
七
機
か
ら
四
五
機
に
減
ら
し
て
二
四

0
億

円
の
節
約
。
…
と
い
う
具
合
に
桁
の
違
う
買
い

物
だ
か
ら
ほ
ん
の
少
し
だ
け
数
を
減
ら
せ
ば
い

い
の
だ
。
話
し
は
簡
単
。
と
い
っ
て
も
今
ま
で

コ
レ
コ
レ
の
状
況
だ
か
ら
コ
レ
コ
レ
必
要
な
の

だ
と
言
っ
き
た
以
上
防
衛
庁
に
は
そ
う
簡
単
に

減
ら
せ
な
い
と
い
う
事
情
も
あ
る
ら
し
い
。
戦

車
は
九
六
輛
か
ら
わ
ず
か
マ
イ
ナ
ス
六
輛
。
艦

船
は
七
隻
か
ら
六
隻
に
な
る
の
み
で
、
九
二
年

の
中
期
防
見
直
し
時
よ
り
削
減
幅
は
小
さ
か
っ

た
。
そ
の
分
チ
マ
チ
マ
が
ん
ば
る
の
は
後
方
関

連
経
費
。
訓
練
規
模
の
縮
小
や
装
備
の
点
検
・

修
理
リ
サ
イ
ク
ル
の
先
延
ば
し
、
さ
ら
に
は
装

備
品
な
ど
を
で
き
る
だ
け
安
く
買
う
…
と
い
っ

た
程
度
の
こ
と
だ
っ
た
。

結
局
の
と
こ
ろ
多
額
の
税
金
を
使
っ
て
な
ぜ

こ
ん
な
に
立
派
な
軍
備
を
整
え
、
維
持
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
に
つ
い
て
の
見
直

し
は
さ
れ
て
い
な
い
。
文
字
ど
お
り
小
手
先
だ

け
の
削
減
計
画
で
た
だ
問
題
の
先
送
り
、
数
字

あ
わ
せ
に
し
か
す
ぎ
な
い
も
の
だ
っ
た
と
い
え

よ
う
。け
れ
ど
国
民
が
が
ん
ば
れ
ば
こ
れ
が
突
破
口

に
な
ら
な
い
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
問
題
な
ど
と
か
ら
ま
せ
こ
の
秋
キ
ャ
ッ
チ

ピ
ー
ス
が
ど
ん
な
「
軍
事
費
削
減
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
展
開
す
る
か
、
責
任
重
大
で
あ
る
。
◆
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晨デ万聖
入誓臀饗

(94) 

1997.6.27~1997.8.21 

s＝原子力潜水艦（原潜）スタージョン級
L＝原子力潜水艦（原潜）ロサンゼルス級

盪
♦ 07/04 09:56 

◇ 07/11 10:01 

♦ 07/11 15:51 

◇ 07 /19 09:50 

◆ 07/16 14:29 

◇ 07/20 14:59 

♦ 08/04 14:04 

◇ 08/14 09:48 

♦ 08/13'13:57 

原潜バッファロ (L)入港。

原潜バッファロ（L)出港。

原潜インデイアナポリス（L)入港c

原潜インデイアナポリス（L)出港。

原潜ロサンゼルス（L)入港。

原潜ロサンゼルス (L)出港。

原潜ポーツマス（L)入港。

原潜ポーツマス（L)出港。

原潜キーウェスト (L)入港。

横須賀累計（うち原潜） ：17(17) 

佐世保

◆ 06/29 

◇ 07/01 

◇ 07/02 

◇ 07/02 

● 07/03 

♦ 07/05 

◇ 07/06 

◇ 07/11 

15:15 

16:41 

16:00 

10:03 

07:49 

15:15 

15:05 

09:59 

原潜ホノルル (L)入港。

原潜ロサンゼルス（L)出港。

原潜ポーツマス（L)出港。

原潜ホノ）レル（L)出港。

原潜インデイアナホ'l)ス（L)入港。

原潜ロサンゼルス（L)入港。

原潜インデイアナポリス（L)出港。

原潜ロサンゼルス（L)坦造2
佐世保累計（うち原潜） ：13(13) 

朽イトヒ・ーチ（沖縄・圃遺町） なし
● 07/21 08:00 原潜インデイ弁ポリス（L)入港。

◇ 07/22 08:00 原潜やデイ弁ポリス（L)出港

● 同日 直後 原潜インデイアナポリス（L)入港。＊

◇ 同8 直後 原潜インデイアナボリス（L)出港。

● 07/25 10:00 原潜イガイ行ポリス（L)入港。

◇ 07/28 10:00 原潜イゲイア悼 l)ス（L)出港。

◆ 07/29 10:00 原潜イガイ7サ・リス（L)入港。＊＊

◇ 同日 直後 原潜インデイアナポリス（L)出港。

● 07/31 10:00 原潜インディアナポリス (L)入港。

◇ 08/01 14;00 原潜イ汗ィアナポリス（L)出港。

六ワイトビ→累計（うち原潜） ：8(8) 

●1997.1.1から8.21までの各地の原子力艦
入港数： （ ）内は原潜

横須賀 17 (17) 

佐世保 13 (13) 

約イトピ-f 8 (8) 

合計 38 (38) 

＊ けが人が出たため、いったん出港後すぐにもどる。
＊＊乗組員ー名下船。

合
衆
国
軍
豚
の
構
成
員
、
被
用
者
及
び
そ
れ

ら
の
家
族
は
、
日
米
安
全
保
隙
条
約
、
日
米
地

位
協
定
に
基
づ
き
そ
の
職
務
を
行
う
た
め
、
或

い
は
そ
の
職
務
に
従
事
す
る
者
の
家
族
と
し
て

日
本
に
駐
留
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
、
被
用
者

及
び
そ
れ
ら
の
家
族
は
、
日
本
政
府
が
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
政
府
に
た
い
し
米
軍
基
地
を
提
供
し

た
結
果
、
職
務
と
し
て
駐
留
す
る
も
の
で
あ

り
、
公
務
外
の
事
件
・
事
故
及
び
家
族
の
事

日
本
に
居
る
こ
と
自
体
が
「
公
務
」

米軍人・軍属による

事件被害者の会
連 662 西宮市建石町7-1-43

西宮西高校教職員組合

電話0798(23) 1911 

防
衛
施
設
庁
の
資
料
に
よ
る
と
、
日
本
国
に

駐
留
す
る
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
及
び
被
用
者

に
よ
る
公
務
上
外
を
あ
わ
せ
た
不
法
行
為
の
被

害
は
、
一
九
七
二
年
か
ら
一
九
九
四
年
ま
で
の

間
に
全
国
で
計
五
万
一
二
六
四
六
件
も
の
多
数
に

の
ぽ
っ
て
お
り
、
年
間
平
均
す
る
と
約
三
―
―
―
―
―

二
件
の
被
害
発
生
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

数
値
は
、
こ
れ
ら
被
害
者
の
窓
口
と
な
っ
て
い

る
防
衛
施
設
局
に
請
求
手
続
き
が
な
さ
れ
た
も

の
だ
け
で
あ
り
、
同
局
に
請
求
手
続
き
が
な
さ

れ
て
い
な
い
被
害
件
数
、
及
び
日
本
国
と
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保

障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び

に
日
本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関

す
る
協
定
の
実
施
に
伴
う
民
事
特
別
法
（
以
下

「
民
事
特
別
法
」
と
い
う
）
に
基
づ
く
損
害
賠

償
制
度
や
地
位
協
定
第
一
八
条
六
項
の
「
慰
籍

料
」
支
給
制
度
が
適
用
さ
れ
な
い
合
衆
国
軍
隊

の
構
成
員
・
被
用
者
の
家
族
に
よ
る
不
法
行
為

年
に
二
三

0
0件
の
被
害

提
案
理
由

合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
、
被
用
者
に
よ
る
公

「
公
務
外
」
多
く
は
泣
き
寝
入
り

米
国
に
よ
る
補
償
は

被
害
を
加
え
る
と
、

に
増
加
す
る
。

「
恩
恵
」

被
害
総
数
は
さ
ら
に
大
幅

公
務
員
の
不
法
行
為
に
つ
い
て
は
、
民
事
特
別

法
に
よ
り
、
そ
の
損
害
に
つ
き
日
本
国
が
損
害

賠
償
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
合

衆
国
軍
隊
の
構
成
員
、
被
用
者
に
よ
る
公
務
外

の
不
法
行
為
及
び
こ
れ
ら
の
家
族
に
よ
る
不
法

行
為
に
つ
い
て
は
、
加
害
者
の
個
人
責
任
の
問

題
と
さ
れ
、
日
本
国
は
損
害
賠
償
責
任
を
負
っ

て
は
い
な
い
。

も
っ
と
も
地
位
協
定
第
一
八
条
六
項
は
、
合

衆
国
軍
隊
の
構
成
員
、
被
用
者
に
よ
る
公
務
外

の
不
法
行
為
に
対
し
て
「
慰
籍
料
」
支
給
制
度

を
規
定
す
る
が
、
同
規
定
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

に
法
的
賠
償
義
務
を
認
め
た
も
の
で
は
な
く
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
よ
る
好
意
的
・
恩
恵
的
制

度
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
制
度
は
、
合

衆
国
軍
隊
の
構
成
員
・
被
用
者
の
家
族
に
よ
る

不
法
行
為
に
つ
い
て
は
適
用
さ
れ
な
い
。
補
償

有
無
及
び
金
額
の
決
定
は
、
合
衆
国
政
府
の
裁

贔
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、

件
・
事
故
も
、
日
本
駐
留
に
伴
っ
て
発
生
す
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
事
件
・
事
故
は
米

軍
基
地
存
続
に
伴
う
制
度
的
・
構
造
的
な
も
の

と
い
え
る
。

被
害
者
救
済
の
観
点
か
ら
、
米
軍
基
地
を
存

続
さ
せ
る
日
本
国
が
、
合
衆
国
軍
隊
の
構
成

員
、
被
用
者
に
よ
る
公
務
中
の
不
法
行
為
だ
け

で
な
く
、
そ
れ
ら
の
者
に
よ
る
公
務
外
の
不
法

行
為
及
び
そ
れ
ら
の
家
族
の
加
え
た
不
法
行
為

に
つ
い
て
も
、
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
よ
う
法

的
整
備
を
は
か
る
こ
と
は
、
緊
急
の
立
法
課
題

で
あ
り
、
一
日
も
早
い
そ
の
実
現
は
な
に
よ
り

も

正

義

に

合

致

す

る

。

◆

◆

務
外
の
不
法
行
為
及
び
こ
れ
ら
の
家
族
に
よ
る

不
法
行
為
に
つ
い
て
は
被
害
者
の
救
済
は
き
わ

め
て
不
充
分
で
あ
る
。

加
害
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
制
度
は
、
被
害

者
救
済
に
役
だ
っ
て
は
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
、
被
用
者
及
び
こ
れ
ら

の
家
族
は
、
日
本
国
内
で
の
滞
在
期
間
が
短
い

も
の
が
圧
倒
的
に
多
く
、
日
本
国
内
に
お
い
て

ほ
と
ん
ご
め
ぽ
し
い
資
産
・
資
力
を
有
し
て
い

な
い
し
、
兵
役
の
終
了
、
勤
務
地
の
変
更
な
ど

の
理
由
で
、
民
事
判
決
の
執
行
時
点
で
は
す
で

に
国
外
に
出
て
い
る
場
合
も
多
い
か
ら
で
あ

る
。
し
か
も
、
米
国
の
裁
判
所
に
加
害
者
を
被

告
と
し
て
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
も
で
き
る
も

の
の
、
実
際
に
は
、
そ
の
よ
う
な
訴
訟
の
遂
行

及
び
損
害
賠
償
金
の
支
払
い
を
得
る
こ
と
は
極

め
て
困
難
だ
と
い
う
事
情
も
あ
る
。

地
位
協
定
第
一
八
条
六
項
の
補
償
実
態
に
つ

い
て
は
、
公
的
に
公
表
さ
れ
た
も
の
は
存
在
し

な
い
が
、
各
種
調
査
・
報
告
等
に
よ
る
と
、

「
慰
籍
料
」
支
給
額
は
、
損
害
額
の
一
部
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
「
慰
籍

料
」
支
給
制
度
が
好
意
的
・
恩
恵
的
制
度
に
過

ぎ
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
防
衛
施

設
局
が
地
位
協
定
第
一
八
条
六
項
に
基
づ
い
て

合
衆
国
政
府
に
報
告
す
る
た
め
に
査
定
す
る
金

額
が
低
い
こ
と
も
そ
の
原
因
の
―
つ
に
な
っ
て

い
る
。
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ン

V
し
ま

か

土

う

そ

適

な

、

タ

ー

欲

さ

い

疲

一

も

ゴ

蔵

コ

ー

れ

で

に

一

う

ァ

動

な

し

外

風

ろ

っ

快

う

と

ズ

ピ

が

業

て

に

で

さ

年

冷

ニ

ト

そ

う

れ

は

そ

フ

れ

告

び

海

の

だ

さ

で

よ

告

タ

ア

街

残

っ

常

所

。

七

。

が

一

皆

ろ

そ

撃

、

り

揺

予

わ

響
本
の
が
イ
の
広
ズ
を
の
讐
這
非
務
い
と
だ
ル
ベ
は
バ
▼
進
前
ち
に
•
お

会計報告
(97.7.1~8.13) 

［収入］
0前月からの繰越し

0今月の収入

会費収入

（内訳）

168,844 

517,595 

355,500 

゜72,000 
12,000 

48,000 

223,500 

162,000 

95 

゜゚
106,431 

松
昂
．
＿
弓
＇
な
も
径

か

ら`

維持団体

維持個人

参加団体

参加個人

通信会員

カンパ収入

預金利子

資料収入

運動収入

［支出］
●今月の支出

事務所代 (8月分） 40,000 

水道光熱費 6,073 

電話FAX費 8,074 

郵送費 45,004 

文具・備品 400 

印刷・コピー代 0 

振り込み手数料 6,270 

雑費 610 

●次月への繰越し 580,008 

＊運動費は運動プロジェクト毎の独立採算となってい

るため、それにあてはまらない収支のみがこの渭に計

上されます。
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o・FAX

●
八

0
余
名
（
団
体
）
の
皆
さ
ん
か
ら
会
費
納

入
、
二

0
余
名
（
団
体
）
の
皆
さ
ん
か
ら
カ
ン

パ
の
ご
送
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
カ
ン
パ
の

中
に
は
、
「
で
ん
が
く
れ
ん
草
の
根
平
和
基

金
」
服
部
学
さ
ん
か
ら
の
一

0
万
円
の
大
ロ
カ

ン
パ
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
心
か
ら
感
謝
い
た

し
ま
す
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
問
題
な
ど
秋
か
ら
ま

た
積
極
的
な
運
動
展
開
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
財
政
基
盤
の
安
定
は
「
力
」
で
す
。
が
ん

ば

り

ま

し

ょ

う

。

（

や

）
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